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広報広報

今月の表紙は小田地内から撮影した日の出の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今月の納税
●納期限　２月１日 （月）
納期限内に納めましょう
市県民税（４期）
国民健康保険税（７期）

2021 年（令和３年）１月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,818 人　○世帯数　40,587 世帯
○男　44,125 人　　○女　45,693 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 11月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

１月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか国体」
ボウリング競技に出場が期待
されている、伊賀上野ケーブ
ルテレビ㈱の梶田ひかる選手
にお話を聞きました。

Ｑ . ボウリングを始めたきっ
　　かけを教えてください。

（梶田）　　小学校４年生の時、両親とボウリング場
へ遊びに行ったのがきっかけです。

Ｑ . これまでの国体に参加された印象を教えてくだ
さい。

（梶田）　　国体はほかの全国大会と比べて、ボラン
ティアの皆さんがもてなしてくださった
り、現地の特産物などを振る舞ってくだ
さったりと、その県の人の温かさを感じら
れます。

Ｑ . 三重とこわか国体への思いを教えてください。
（梶田）　　優勝することが一番の目標ですが、国体

を通じて、ボウリング競技を知ってもらい、
興味を持っていただけるように全力で投球
したいです。

Ｑ . 市民の皆さんへメッセージをお願いします。
（梶田）　　国体開催まであと少しとなりました。優

勝をめざして頑張りますので、応援をよろ
しくお願いします。

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.16

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　上野

２
　名張

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。



　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
は
、
市
政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
長

と
し
て
、
伊
賀
市
の
舵
取
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
心
配

さ
れ
る
中
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ

の
先
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
社
会
の
価

値
観
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
伊
賀
と
い
う

地
域
が
注
目
さ
れ
る
価
値
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
も
生
か
し
な
が
ら
、
誇
れ
る
伊
賀
市
を

め
ざ
し
て
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

伊
賀
市
の

元
気
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
、
今
後
も
迅
速
に
施
策
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
感
染
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
時い

代ま

、
悲
観
的
な
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
て
い
く
交
通
体
系
や
医

療
体
制
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｘ
の
時
代
を
迎
え
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
一
気
に
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
行
政
の
申
請
や
証
明
な
ど

多
く
の
手
続
き
は
、
や
が
て
ど
こ
か
ら
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
の
あ
り
方

や
機
能
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
支
所
の
役
割
も
変
わ
り
、

あ
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
支
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
防

災
の
拠
点
、
あ
る
い
は
窓
口
機
能
な
ど
、

何
を
残
す
の
か
、
こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
伊
賀
市
は
、
伝
統
文
化
や
歴

史
、
お
い
し
い
産
品
な
ど
が
豊
富
で
、
大

都
市
か
ら
遠
す
ぎ
ず
、
自
然
が
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
。
新
し
い
価
値
観
に
合
っ
た
地

域
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
な

が
ら
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
コ
ロ

ナ
の
先
の
未
来
づ
く
り
、
伊
賀
市
の
元
気

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

伊
賀
市
長　
岡
本　
栄

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
取
り
組
む
大
き

な
柱
と
し
て
「
こ
ど
も
、
く
ら
し
、
に
ぎ

わ
い
。」
の
３
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

◆
こ
ど
も

　
未
来
を
担
う
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

を
、
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校

の
給
食
費
を
継
続
し
て
無
償
化
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
く
ら
し

　
上
野
総
合
市
民
病
院
の
経
営
が
黒
字
に

戻
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
性
の
あ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
に
ぎ
わ
い

　
旧
上
野
市
庁
舎
の
利
活
用
、
成
瀬
平
馬

家
長
屋
門
跡
地
を
活
用
し
た
忍
者
体
験
施

設
な
ど
、
中
心
市
街
地
一
帯
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
空
き
家
を
活
用
し
た
分

散
型
の
城
下
町
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
今
後
は
中
心
市
街
地
だ

け
で
な
く
、
市
内
全
域
に
も
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
若
者
た
ち
に
地
域
の
産
業
に
従
事

し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
こ
ど
も
、く
ら
し
、に
ぎ
わ
い
。」

コ
ロ
ナ
の
先
を
見
据
え
て

誇
れ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

　トランスフォーメーションとは改革や変化
のことで、DXはデジタル変革とも呼ばれて
います。DXとは、自治体と住民がデジタル
技術を活用して、住民本位の行政、地域、社
会を築いていくことです。
　デジタル技術を使うことが目的ではなく、
デジタル技術を使って住民サービスの仕組み
を作り変えたり、新しい価値観を生み出した
りして、地域や住民の生活が便利になること
です。
　例えば、市役所に行って申請しなくても行
政サービスを受けることができたり、また、
災害発生時には、災害情報や避難方法などリ
アルタイムで知るこ
とができるようにな
ります。

DX（D
デ ジ タ ル
igital T

トランスフォーメーション
ransformation）

成瀬平馬家長屋門

22021.1
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散
型
の
城
下
町
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
今
後
は
中
心
市
街
地
だ

け
で
な
く
、
市
内
全
域
に
も
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
若
者
た
ち
に
地
域
の
産
業
に
従
事

し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
こ
ど
も
、く
ら
し
、に
ぎ
わ
い
。」

コ
ロ
ナ
の
先
を
見
据
え
て

誇
れ
る
伊
賀
市
を
め
ざ
し
て

　トランスフォーメーションとは改革や変化
のことで、DXはデジタル変革とも呼ばれて
います。DXとは、自治体と住民がデジタル
技術を活用して、住民本位の行政、地域、社
会を築いていくことです。
　デジタル技術を使うことが目的ではなく、
デジタル技術を使って住民サービスの仕組み
を作り変えたり、新しい価値観を生み出した
りして、地域や住民の生活が便利になること
です。
　例えば、市役所に行って申請しなくても行
政サービスを受けることができたり、また、
災害発生時には、災害情報や避難方法などリ
アルタイムで知るこ
とができるようにな
ります。

DX（D
デ ジ タ ル
igital T

トランスフォーメーション
ransformation）

成瀬平馬家長屋門
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【問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9654　℻   22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

子育て世帯をサポートします
忍にん赤ちゃん子育て応援特別給付金

市内に住民登録があり、令和２年４月 28日～
令和３年３月31日までの間に生まれた子ども。
※転入者を含みます。

給 付 額

対　 象

対象となる子ども１人につき 10万円
※ 1人につき 1回限り

申請方法 ※給付には申請が必要です。

　12月に給付対象者へ申請書を郵送しましたので、必要事項を
記入し、添付書類とともに郵送してください。

申請期限
5/31 ㈪
※当日消印有効

①申請書に口座情報など必要事項を記入

③同封の返信用封筒で市役所へ郵送

②本人確認書類など添付書類を用意

▼

▼

注意事項

　他市町村で同様の給付金などの給付対象
となっていた場合や、申請日時点で市外に
転出されている場合は対象となりません。
　申請は対象となる子どもの保護者で、申
請日時点で市内に住民登録がある人が行っ
てください。（対象となる子どもと同一世
帯の人に限ります。）
　配偶者などからの暴力により避難してい
る人で、一定の条件を満たすと、申し出に
より給付金を受け取れる場合があります。
　詳しくはお問い合わせください。

「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意を

　給付金の支給にあたり、市から問い
合わせをすることがありますが、ATM
（現金自動預払機）の操作をお願いする
ことや、支給のための手数料等の振込
みを求めることは絶対にありません。
　不審な電話がかかってきた場合は、
すぐに市の窓口または最寄の警察にご
連絡ください。

　今後、出生届や転入届を提出された場合、窓口で申請書をお渡
しし、申請方法を説明します。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期化する中、
子育て世帯の経済的負担を軽減するため、国が行った
特別定額給付金の対象とならなかった子どもを対象に、
忍にん赤ちゃん子育て応援特別給付金を支給します。

○飲酒を伴う懇親会など
○大人数や長時間におよぶ飲食
○マスクなしでの会話
○狭い空間での共同生活
○休憩時間での移動などの居場所の切り替わり

①石けんをつけ、手のひらをよくこする。
②手の甲や指先、指や爪の間を洗う。
③手首もしっかり洗う。
④ 30秒程度かけて丁寧に洗う。

○マスクを着用する。（口・鼻をしっかり覆う）
○ティッシュ・ハンカチで口・鼻を覆う。
○袖で口・鼻を覆う。

①鼻と口の両方を確実に覆う。
②ゴムひもを耳にかける。
③隙間が無いよう鼻まで覆う。

※相談先の案内に従って、医療機関を受診してください。
※電話での相談が難しい場合はメールまたはファックスでご相談ください。
　 yakumus@pref.mie.lg.jp　℻  059-224-2344（三重県薬務感染症対策課）

　今年の冬は新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時
流行が心配されています。一人ひとりが感染予防対策をとり、病
原体を「持ち込まない」「持ち出さない」「広げない」ように注意
しましょう。
　また、「３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）」を避け、
咳エチケットを守り、石けんによる手洗い、手指のアルコール消
毒などの基本的な感染予防をしましょう。

新型コロナウイルス感染症の予防を
徹底しましょう！

（午前 9時～午後９時）　伊賀保健所　☎  24-8050
（午後９時～翌朝午前９時）
　三重県救急医療情報センター　☎  059-229-1199

発熱や咳などの心配な症状があるときは…

まずはかかりつけ医や
身近な医療機関に相談

「受診・相談センター」に相談（土・日曜日・祝日も対応）

○相談する医療機関に迷う場合

【問い合わせ】　健康推進課　 
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

感染リスクが高まる「５つの場面」正しい手の洗い方

咳エチケット 咳やくしゃみで飛沫が広がらないようにしましょう 正しいマスクの着用方法

受診方法など詳しくは
市ホームページをご覧
ください。

電 話
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伊賀市の宝物をインターネットで発信

【問い合わせ】
○上野図書館　☎21-6868　FAX21-8999
○文化交流課　☎22-9621　FAX22-9619
○文化財課　　☎22-9678　FAX22-9667

デジタルミュージアム
秘蔵の国　伊賀

１月19日㈫　開設

▲デジタルミュージアム
　「秘蔵の国 伊賀」

▲デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀　トップページ

▲市ホームページのこのバナーをクリック

見どころは
次のページを
チェック！

今
年
度
は
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀

流
忍
者
」「
郷
土
資
料
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
公
開
し
ま
す
。

芭蕉と俳諧の世界

伊賀市の文化財

現在公開中

来年度公開予定

郷土資料

１月 19日公開

伊賀流忍者

歴史探訪

１月 19日公開

来年度公開予定

　伊賀に伝わる芭蕉の真筆
や伊賀にゆかりの俳人の資
料を公開。

　市内にある建造物や絵画
などの指定・登録文化財と
その特徴などを公開。

　『万川集海』をはじめ、
忍者に関する資料を公開。

　各地に残る歴史的な名所
の魅力などを公開。

　藤堂家の藩政資料や地域
の歴史に関する資料を公開。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ト
ッ
プ
画
面
を
開
く

と
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀
流
忍
者
」
な
ど

５
つ
の
テ
ー
マ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
の
一
覧

が
表
示
さ
れ
、
さ
ら
に
見
た
い
資
料
を
選
ぶ
こ
と
で

高
精
細
な
画
像
や
資
料
の
内
容
を
現
在
の
文
字
で
見

ら
れ
る
翻
刻
文
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
物
を
見
る
こ
と
に
近
い
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
翻
刻
文
と
見
比
べ
る
こ
と
で
、
資
料
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

学
校
で
の
郷
土
・
歴
史
学
習
、
地
域
で
の
文
化
活
動

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
設
は
１
月
19

日
㈫
で
す
が
、
現
在
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

の
ペ
ー
ジ
の
み
、先
行
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

◆
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

早
速
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
行
っ
て
み
よ
う

伊賀市の宝物をインターネットで発信

【問い合わせ】
○上野図書館　☎21-6868　FAX21-8999
○文化交流課　☎22-9621　FAX22-9619
○文化財課　　☎22-9678　FAX22-9667

デジタルミュージアム
秘蔵の国　伊賀

１月19日㈫　開設

　
伊
賀
は
、
か
つ
て
藤
堂
高
虎
に
「
秘
蔵

の
国
」
と
評
さ
れ
、
三
重
県
内
の
市
町
村

で
最
多
の
指
定
文
化
財
が
あ
る
な
ど
、
歴

史
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
は
、
公

開
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
資

料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
簡
単
に
資
料

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
伊
賀
市
や
（
一
社
）
伊
賀
上
野

観
光
協
会
な
ど
が
所
蔵
す
る
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
学
校
や
地
域

で
の
歴
史
学
習
、
観
光
案
内
な
ど
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
全
国
の
人
に
伊
賀
の
歴

史
・
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

秘
蔵
の
国 

伊

賀
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

伊
賀
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
伊
賀
を
も
っ
と
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
古
文
書
・
古
地
図
な
ど
の
歴
史
資

料
や
有
形
・
無
形
の
文
化
財
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
記
録
・
保
存
す

る
こ
と
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

い
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
歴
史
資

料
や
文
化
財
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
し
、
こ
れ
ま
で
博
物
館

な
ど
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
資
料
を
無
料
で
、
簡
単
に
高

精
細
な
画
像
と
し
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の「
博
物
館
」で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
伊

賀
市
の
資
料
は
、
全
国
の
博
物
館
、

美
術
館
、
大
学
図
書
館
、
自
治
体
な

ど
が
加
盟
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
Ａア

デ

ア

ッ

ク

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
」
を
通
し
て
公
開

さ
れ
ま
す
。
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

シ
ス
テ
ム
連
携
を
通
じ
て
、
他
の
検

索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
国
立
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
や

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
貴
重
な
資
料
や
文
化
財
が

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
博
物
館

▲スマートフォンからも見られます
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　「秘蔵の国 伊賀」

▲デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀　トップページ

▲市ホームページのこのバナーをクリック

見どころは
次のページを
チェック！

今
年
度
は
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀

流
忍
者
」「
郷
土
資
料
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
公
開
し
ま
す
。

芭蕉と俳諧の世界

伊賀市の文化財

現在公開中

来年度公開予定

郷土資料

１月 19日公開

伊賀流忍者

歴史探訪

１月 19日公開

来年度公開予定

　伊賀に伝わる芭蕉の真筆
や伊賀にゆかりの俳人の資
料を公開。

　市内にある建造物や絵画
などの指定・登録文化財と
その特徴などを公開。

　『万川集海』をはじめ、
忍者に関する資料を公開。

　各地に残る歴史的な名所
の魅力などを公開。

　藤堂家の藩政資料や地域
の歴史に関する資料を公開。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ト
ッ
プ
画
面
を
開
く

と
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」「
伊
賀
流
忍
者
」
な
ど

５
つ
の
テ
ー
マ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
の
一
覧

が
表
示
さ
れ
、
さ
ら
に
見
た
い
資
料
を
選
ぶ
こ
と
で

高
精
細
な
画
像
や
資
料
の
内
容
を
現
在
の
文
字
で
見

ら
れ
る
翻
刻
文
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
実
物
を
見
る
こ
と
に
近
い
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
翻
刻
文
と
見
比
べ
る
こ
と
で
、
資
料
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

学
校
で
の
郷
土
・
歴
史
学
習
、
地
域
で
の
文
化
活
動

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
設
は
１
月
19

日
㈫
で
す
が
、
現
在
「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

の
ペ
ー
ジ
の
み
、先
行
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

◆
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

早
速
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
行
っ
て
み
よ
う

伊賀市の宝物をインターネットで発信

【問い合わせ】
○上野図書館　☎21-6868　FAX21-8999
○文化交流課　☎22-9621　FAX22-9619
○文化財課　　☎22-9678　FAX22-9667

デジタルミュージアム
秘蔵の国　伊賀

１月19日㈫　開設

　
伊
賀
は
、
か
つ
て
藤
堂
高
虎
に
「
秘
蔵

の
国
」
と
評
さ
れ
、
三
重
県
内
の
市
町
村

で
最
多
の
指
定
文
化
財
が
あ
る
な
ど
、
歴

史
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
は
、
公

開
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
資

料
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
簡
単
に
資
料

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
伊
賀
市
や
（
一
社
）
伊
賀
上
野

観
光
協
会
な
ど
が
所
蔵
す
る
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
学
校
や
地
域

で
の
歴
史
学
習
、
観
光
案
内
な
ど
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
全
国
の
人
に
伊
賀
の
歴

史
・
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

秘
蔵
の
国 

伊

賀
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

伊
賀
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
伊
賀
を
も
っ
と
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
古
文
書
・
古
地
図
な
ど
の
歴
史
資

料
や
有
形
・
無
形
の
文
化
財
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
記
録
・
保
存
す

る
こ
と
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と

い
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
歴
史
資

料
や
文
化
財
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
開
し
、
こ
れ
ま
で
博
物
館

な
ど
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
資
料
を
無
料
で
、
簡
単
に
高

精
細
な
画
像
と
し
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の「
博
物
館
」で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
伊

賀
市
の
資
料
は
、
全
国
の
博
物
館
、

美
術
館
、
大
学
図
書
館
、
自
治
体
な

ど
が
加
盟
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
Ａア

デ

ア

ッ

ク

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
」
を
通
し
て
公
開

さ
れ
ま
す
。
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

シ
ス
テ
ム
連
携
を
通
じ
て
、
他
の
検

索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
国
立
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
や

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
貴
重
な
資
料
や
文
化
財
が

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
博
物
館

▲スマートフォンからも見られます
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伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
川
上
　
仁
一 

さ
ん

 

「
郷
土
資
料
」

　
　
甲
南
大
学
教
授

　
　
東
谷
　
　
智 

さ
ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
　
☎ 

22-

９
６
２
１

　
　
　
　
　
　
　
℻   

22-

９
６
１
９

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」で
は
、市
内
に
約

５
０
０
件
あ
る
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
特
徴
や
見
ど

こ
ろ
を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
史
探
訪
」
で
は
、
各
地
に
残
る
歴

史
的
な
名
所
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
見
〜

資
料
に
感
じ
る
人
々
の
暮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と
　き
】
２
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講
　師
】

 

「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

　
　
関
西
大
学
名
誉
教
授

　
　
藤
田
　
真
一 

さ
ん

 

「
伊
賀
流
忍
者
」

桟
や
い
の
ち
を
か
ら
む
つ
た
か
つ
ら

桟
や
先
お
も
ひ
い
つ
馬
む
か
へ

霧
晴
て
桟
ハ
め
も
ふ
さ
か
れ
す
越
人

さ
ら
し
な
や
三
よ
さ
の
月
見
　
同

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
雲
も
な
し

　
　
　
　
姥
捨
山

俤
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友

い
さ
よ
ひ
も
ま
た
さ
ら
し
な
の
郡
哉

ひ
よ
ろ
〳
〵
と
こ
け
て
露
け
し
や
を
み
な
へ
し

よ
に
お
り
し
人
に
と
ら
せ
ん
木
曾
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ち

木
曾
の
と
ち
う
き
よ
の
人
の
み
や
げ
哉

身
に
し
み
て
大
根
か
ら
し
秋
の
風

　
　
　
善

光

寺

月

影

や

四

門

四

宗

も

只
一

秋

風
や
石

吹

颪
す
あ
さ
ま
山

吹

落
蔵

あ
さ
ま
は
石
の

　
　
　
　
　
　
　
野

分

哉

吹

落

す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る

　
　
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
川
上
　
仁
一 

さ
ん

 

「
郷
土
資
料
」

　
　
甲
南
大
学
教
授

　
　
東
谷
　
　
智 

さ
ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
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22-
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１
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22-
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１
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　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」で
は
、市
内
に
約

５
０
０
件
あ
る
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
特
徴
や
見
ど

こ
ろ
を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
史
探
訪
」
で
は
、
各
地
に
残
る
歴

史
的
な
名
所
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
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に
感
じ
る
人
々
の
暮
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今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と
　き
】
２
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
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賀

　
５
階
多
目
的
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吹
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す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る
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、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
見
〜

資
料
に
感
じ
る
人
々
の
暮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と
　き
】
２
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講
　師
】

 

「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

　
　
関
西
大
学
名
誉
教
授

　
　
藤
田
　
真
一 

さ
ん

 

「
伊
賀
流
忍
者
」

桟
や
い
の
ち
を
か
ら
む
つ
た
か
つ
ら

桟
や
先
お
も
ひ
い
つ
馬
む
か
へ

霧
晴
て
桟
ハ
め
も
ふ
さ
か
れ
す
越
人

さ
ら
し
な
や
三
よ
さ
の
月
見
　
同

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
雲
も
な
し

　
　
　
　
姥
捨
山

俤
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友

い
さ
よ
ひ
も
ま
た
さ
ら
し
な
の
郡
哉

ひ
よ
ろ
〳
〵
と
こ
け
て
露
け
し
や
を
み
な
へ
し

よ
に
お
り
し
人
に
と
ら
せ
ん
木
曾
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ち

木
曾
の
と
ち
う
き
よ
の
人
の
み
や
げ
哉

身
に
し
み
て
大
根
か
ら
し
秋
の
風

　
　
　
善

光

寺

月

影

や

四

門

四

宗

も

只
一

秋

風
や
石

吹

颪
す
あ
さ
ま
山

吹

落
蔵

あ
さ
ま
は
石
の

　
　
　
　
　
　
　
野

分

哉

吹

落

す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る

　
　
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
川
上
　
仁
一 

さ
ん

 

「
郷
土
資
料
」

　
　
甲
南
大
学
教
授

　
　
東
谷
　
　
智 

さ
ん

【
定
　員
】 

先
着
60
人

【
申
込
方
法
】
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
５
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
　
☎ 

22-

９
６
２
１

　
　
　
　
　
　
　
℻   

22-

９
６
１
９

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」と「
歴
史
探
訪
」

は
、
来
年
度
に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「
伊
賀
市
の
文
化
財
」で
は
、市
内
に
約

５
０
０
件
あ
る
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
な

ど
の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
特
徴
や
見
ど

こ
ろ
を
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
歴
史
探
訪
」
で
は
、
各
地
に
残
る
歴

史
的
な
名
所
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

芭
蕉
や
伊
賀
流
忍
者
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を

地
図
に
示
し
、
関
連
資
料
や
現
地
写
真
を

交
え
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
地

図
と
江
戸
時
代
の
「
上
野
城
下
町
絵
図
」

を
比
較
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
時
代
を
超

え
て
歴
史
散
歩
を
楽
し
め
ま
す
。

各テーマの見どころを紹介!!
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界

芭
蕉
の
人
と
な
り
や
俳
諧
へ
の
懸
命
な
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
墨
の
濃
淡
や
紙
の
質
、
紙
の
継
ぎ

目
ま
で
見
え
ま
す
。

　
芭
蕉
の
推
敲
の
跡
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
。

　画面右下のバーを操作することで、
翻刻が重なって表示されます。

▲県指定文化財(建造物)
　旧小田小学校本館

▲資料の拡大図

ホ
ン
モ
ノ
で
臨
場
感
を
味
わ
う

伊
賀
流
忍
者

忍
術
書
に
は
伊
賀
流
忍
者
の
歴
史
や
心
得
を
は
じ
め
、実
戦
的
な
忍
び
の
術
等
が
記
さ
れ

て
お
り
、彼
ら
が
子
孫
を
思
い
や
り
書
き
残
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

忍
び
の
秘
伝
書
を
世
界
に
公
開

　『
永
保
記
事
略
』
は
、
藤
堂
藩
の
法
制
や
人
事
、
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
資
料
で
す
。
今
回
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
第
一
巻
は
、
寛
永
17
（
１
６
４
０
）
年
か

ら
延
宝
４
（
１
６
７
６
）
年
ま
で
の
記
録
で
す
。

郷
土
資
料

「
伊
賀
市
の
文
化
財
」「
歴
史
探
訪
」（
令
和
３
年
度
公
開
）

公
開
記
念
講
演
会 

〜
伊
賀
の
魅
力 

再
発
見
〜

資
料
に
感
じ
る
人
々
の
暮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
今
年
度
公
開
の
芭
蕉
、
忍
者
、
郷

土
資
料
の
専
門
家
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と
　き
】
２
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講
　師
】

 

「
芭
蕉
と
俳
諧
の
世
界
」

　
　
関
西
大
学
名
誉
教
授

　
　
藤
田
　
真
一 

さ
ん

 

「
伊
賀
流
忍
者
」

桟
や
い
の
ち
を
か
ら
む
つ
た
か
つ
ら

桟
や
先
お
も
ひ
い
つ
馬
む
か
へ

霧
晴
て
桟
ハ
め
も
ふ
さ
か
れ
す
越
人

さ
ら
し
な
や
三
よ
さ
の
月
見
　
同

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
雲
も
な
し

　
　
　
　
姥
捨
山

俤
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友

い
さ
よ
ひ
も
ま
た
さ
ら
し
な
の
郡
哉

ひ
よ
ろ
〳
〵
と
こ
け
て
露
け
し
や
を
み
な
へ
し

よ
に
お
り
し
人
に
と
ら
せ
ん
木
曾
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ち

木
曾
の
と
ち
う
き
よ
の
人
の
み
や
げ
哉

身
に
し
み
て
大
根
か
ら
し
秋
の
風

　
　
　
善

光

寺

月

影

や

四

門

四

宗

も

只
一

秋

風
や
石

吹

颪
す
あ
さ
ま
山

吹

落
蔵

あ
さ
ま
は
石
の

　
　
　
　
　
　
　
野

分

哉

吹

落

す
石

を
あ
さ
ま
の
野
分

と
は
す

・
・
・

　『
萬
川
集
海
』
忍
器
篇
の
一
部
で
は
、

「
関
連
画
像
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
細
か
い
部
分
の
描
写
や
筆
づ

か
い
も
く
っ
き
り
見
え
ま
す
。

⬅

　芭蕉の筆跡を
活字と並べて見比
　べられます。

　他にも『校正 
伊乱記』では、忍者
が活躍した時代から
続く寺社を画像で紹
介しています。

芭蕉翁記念館
学芸員　髙井 悠子

▶『
更
科
紀
行  

芭
蕉
自
筆
稿
本
』

伊賀流忍者博物館
学芸員　幸田 知春 さん

　
朱
書
や
貼
紙
で
情
報
が
あ
と
か
ら

書
き
加
え
ら
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
の
他
界
を
伝
え
る

記
事
で
す
。将
軍
の
死
去
は
、藤
堂
藩

に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
し
た
。

（
翻
刻
）
将
軍
家
光
公
御
他
界

資料を拡大したり、
回転させて見るこ
ともできます。

上野図書館
司書　村田 智美

伊賀流忍者博物館所蔵の水蜘蛛

×関連画像

関連画像を見る

9 2021.1



市・県民税申告会場

開催日 会　場 時　間

2月 3日（水）・ 4日（木） 大山田福祉センター　ふれあい広場
●受付開始時間
　午前８時 30分
●相談時間
　午前９時 30分～正午
　午後１時～４時

2月 9日（火）・10日（水） 阿山保健福祉センター　ホール　※今年度から会場変更

2月17日（水）・18日（木） 島ヶ原支所　２階会議室

2月25日（木）・26日（金） 青山福祉センター　教養娯楽室２

3月 3日（水）・ 4日（木） いがまち保健福祉センター　研修室

※午前は定員 25人になり次第、受付を締め切ります。それ以降は午後からの相談になります。
※会場は混雑が予想されます。所得税の確定申告をする人は、合同申告会場をご利用ください。

申告が必要な人
■所得税の確定申告が必要な人　
①事業をしている場合や不動産収入のある場合、土地
や建物を売った場合などで、令和２年中の所得金額
の合計額が所得控除（基礎控除・扶養控除など）の
合計額を超える場合

②給与所得者で
○給与の年収が 2,000 万円を超える場合
○１カ所から給与などの支払いを受けている人で、給
与所得や退職所得以外の各種所得の金額の合計額が
20万円を超える場合

③２カ所以上から給与等の支払を受けている人で、年
末調整された主たる給与以外の給与の収入金額と給
与所得や退職所得以外の各種所得の金額との合計額
が 20万円を超える場合

※令和２年中の公的年金などの収入金額が 400 万円
以下で、かつ、その年分の公的年金などに係る雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合は、確
定申告をする必要はありません。
※確定申告をする必要のない給与所得者でも、医療費
控除や住宅借入金等特別控除などを受けるときは、
確定申告をすれば源泉徴収された所得税が還付され
る場合があります。

■市・県民税の申告が必要な人
＜こちらでチェック！＞

▶ 所得が
給与のみ

▶ 給与支払報告書が勤務先から提出済み

▶ 給与支払報告書が勤務先から未提出

▶
所得が
公的年金
のみ

▶ 公的年金支払報告書が支払者から提出済み

▶ 上記の人のうち社会保険料控除などを受ける

▶ 公的年金支払報告書が支払者から未提出

▶ 営業や農業、不動産、株式配当などの所得があった

▶ 医療費控除などを受けたい

▶ 市内在住のどなたかに扶養されていた

▶ 市内在住のどなたにも扶養されていなかった

▶ 市内に事務所・事業所・家屋敷を所有している
※所定時期に申告書を送付します。

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 住民票
がある

▶ 令和２年中に
所得があった

▶ 令和２年中に
所得がなかった

▶ 住民票がない

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
伊
賀
市
に

期間内にお早めに

税の申告
■■■　所得税、消費税、贈与税、

市・県民税　合同申告会場　■■■

会場までの無料送迎バスをご利用ください。

◆と　き　2月16日（火）～3月15日（月）
※土・日曜日、休日を除く。

開設時間　午前９時～午後５時
（受付終了　午後４時）
※会場の混雑の状況により、受付を早めに終了する場合があります。

◆ところ　ゆめドームうえの　第２競技場

■旧市役所（市営上野公園駐車場前）市役所本庁舎経由　⇔　ゆめドームうえの

運行日 旧市役所発時刻 市役所本庁舎発時刻 ゆめドームうえの発時刻

2 月 17日（水）・19日（金）
24日（水）・26日（金）

3月 2日（火）・ 9日（火）
11日（木）

 9：00　13：00
10：00　14：00
11：00　15：00

 9：15　13：15
10：15　14：15
11：15　15：15

9：30　13：30
10：30　14：30
11：30　16：15

発着場所
運行日

支　所 地区市民センター

青山支所 神戸・比自岐・依那古 ２月19日（金）・３月 5日（金）

阿山支所 府中・中瀬 ２月26日（金）・３月10日（水）

島ヶ原支所 長田・小田 ３月 3日（水）

伊賀支所・大山田支所 友生 ２月18日（木）・３月11日（木）

── きじが台・古山・猪田 ２月25日（木）

── 諏訪・新居・三田 ２月24日（水）・３月12日（金）

── 花垣・花之木・久米 ３月 4日（木）

■支所・地区市民センター　⇔　ゆめドームうえの

○「支所・地区市民セン
ター ⇔ ゆめドームう
えの」の送迎バスの時
刻表は、各支所住民福
祉課・各地区市民セン
ターに設置します。
○交通事情などにより、
運休または発着時刻が
遅れる場合があります。

　令和２年分所得税、消費税、贈与税の確定申告と、
令和３年度市・県民税の申告について、上野税務署、
伊賀県税事務所、伊賀市が合同で申告会場を設けます。
お早めに申告してください。
　税の申告は、インターネットでも申告できます。
※申告会場開設期間中は、「上野税務署」「伊賀県税事
務所」「伊賀市役所」では、申告会場を設けていま
せんのでご注意ください。

○確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。整理券は、ゆめドームうえので
当日配布するほか、LINEアプリを使えば、事前に入手することもできます。（詳しくは、国税庁ホームページを
ご覧ください。）なお、整理券の配布状況によっては、後日の来場をお願いすることがあります。
○来場の際は、マスクを着用して密を避け、入口などで手指消毒をお願いします。
○入場の際に、検温を実施します。体温が 37.5度以上の人は、入場をお断りします。

【申告書の送付先・問い合わせ】
○所得税、消費税、贈与税の確定申告について
　上野税務署　☎  21-0950
　※自動音声案内に従ってください。
○市・県民税の申告について
　課税課　☎ 22-9613　℻  22-9618
　　　　　 kazei@city.iga.lg.jp

国税庁　確定申告
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市・県民税申告会場

開催日 会　場 時　間

2月 3日（水）・ 4日（木） 大山田福祉センター　ふれあい広場
●受付開始時間
　午前８時 30分
●相談時間
　午前９時 30分～正午
　午後１時～４時

2月 9日（火）・10日（水） 阿山保健福祉センター　ホール　※今年度から会場変更

2月17日（水）・18日（木） 島ヶ原支所　２階会議室

2月25日（木）・26日（金） 青山福祉センター　教養娯楽室２

3月 3日（水）・ 4日（木） いがまち保健福祉センター　研修室

※午前は定員 25人になり次第、受付を締め切ります。それ以降は午後からの相談になります。
※会場は混雑が予想されます。所得税の確定申告をする人は、合同申告会場をご利用ください。

申告が必要な人
■所得税の確定申告が必要な人　
①事業をしている場合や不動産収入のある場合、土地
や建物を売った場合などで、令和２年中の所得金額
の合計額が所得控除（基礎控除・扶養控除など）の
合計額を超える場合
②給与所得者で
○給与の年収が 2,000 万円を超える場合
○１カ所から給与などの支払いを受けている人で、給
与所得や退職所得以外の各種所得の金額の合計額が
20万円を超える場合
③２カ所以上から給与等の支払を受けている人で、年
末調整された主たる給与以外の給与の収入金額と給
与所得や退職所得以外の各種所得の金額との合計額
が 20万円を超える場合

※令和２年中の公的年金などの収入金額が 400 万円
以下で、かつ、その年分の公的年金などに係る雑所
得以外の所得金額が 20万円以下である場合は、確
定申告をする必要はありません。
※確定申告をする必要のない給与所得者でも、医療費
控除や住宅借入金等特別控除などを受けるときは、
確定申告をすれば源泉徴収された所得税が還付され
る場合があります。

■市・県民税の申告が必要な人
＜こちらでチェック！＞

▶ 所得が
給与のみ

▶ 給与支払報告書が勤務先から提出済み

▶ 給与支払報告書が勤務先から未提出

▶
所得が
公的年金
のみ

▶ 公的年金支払報告書が支払者から提出済み

▶ 上記の人のうち社会保険料控除などを受ける

▶ 公的年金支払報告書が支払者から未提出

▶ 営業や農業、不動産、株式配当などの所得があった

▶ 医療費控除などを受けたい

▶ 市内在住のどなたかに扶養されていた

▶ 市内在住のどなたにも扶養されていなかった

▶ 市内に事務所・事業所・家屋敷を所有している
※所定時期に申告書を送付します。

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 申告不要

▶ 申告必要

▶ 申告必要

▶ 住民票
がある

▶ 令和２年中に
所得があった

▶ 令和２年中に
所得がなかった

▶ 住民票がない

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
伊
賀
市
に

期間内にお早めに

税の申告
■■■　所得税、消費税、贈与税、

市・県民税　合同申告会場　■■■

会場までの無料送迎バスをご利用ください。

◆と　き　2月16日（火）～3月15日（月）
※土・日曜日、休日を除く。

開設時間　午前９時～午後５時
（受付終了　午後４時）
※会場の混雑の状況により、受付を早めに終了する場合があります。

◆ところ　ゆめドームうえの　第２競技場

■旧市役所（市営上野公園駐車場前）市役所本庁舎経由　⇔　ゆめドームうえの

運行日 旧市役所発時刻 市役所本庁舎発時刻 ゆめドームうえの発時刻

2 月 17日（水）・19日（金）
24日（水）・26日（金）

3月 2日（火）・ 9日（火）
11日（木）

 9：00　13：00
10：00　14：00
11：00　15：00

 9：15　13：15
10：15　14：15
11：15　15：15

9：30　13：30
10：30　14：30
11：30　16：15

発着場所
運行日

支　所 地区市民センター

青山支所 神戸・比自岐・依那古 ２月19日（金）・３月 5日（金）

阿山支所 府中・中瀬 ２月26日（金）・３月10日（水）

島ヶ原支所 長田・小田 ３月 3日（水）

伊賀支所・大山田支所 友生 ２月18日（木）・３月11日（木）

── きじが台・古山・猪田 ２月25日（木）

── 諏訪・新居・三田 ２月24日（水）・３月12日（金）

── 花垣・花之木・久米 ３月 4日（木）

■支所・地区市民センター　⇔　ゆめドームうえの

○「支所・地区市民セン
ター ⇔ ゆめドームう
えの」の送迎バスの時
刻表は、各支所住民福
祉課・各地区市民セン
ターに設置します。
○交通事情などにより、
運休または発着時刻が
遅れる場合があります。

　令和２年分所得税、消費税、贈与税の確定申告と、
令和３年度市・県民税の申告について、上野税務署、
伊賀県税事務所、伊賀市が合同で申告会場を設けます。
お早めに申告してください。
　税の申告は、インターネットでも申告できます。
※申告会場開設期間中は、「上野税務署」「伊賀県税事
務所」「伊賀市役所」では、申告会場を設けていま
せんのでご注意ください。

○確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。整理券は、ゆめドームうえので
当日配布するほか、LINEアプリを使えば、事前に入手することもできます。（詳しくは、国税庁ホームページを
ご覧ください。）なお、整理券の配布状況によっては、後日の来場をお願いすることがあります。

○来場の際は、マスクを着用して密を避け、入口などで手指消毒をお願いします。
○入場の際に、検温を実施します。体温が 37.5度以上の人は、入場をお断りします。

【申告書の送付先・問い合わせ】
○所得税、消費税、贈与税の確定申告について
　上野税務署　☎  21-0950
　※自動音声案内に従ってください。
○市・県民税の申告について
　課税課　☎ 22-9613　℻  22-9618
　　　　　 kazei@city.iga.lg.jp

国税庁　確定申告
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◆医療費控除の明細書
　領収証等の提出の代わりに「医療費控除の明細書」
の添付が必要です。健康保険組合などが発行する「医
療費のお知らせ」などを添付することで、明細の記載
を省略できます。詳しくは国税庁ホームページをご覧
ください。

◆ふるさと納税（寄附金控除）の申告
　「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する
申請書を提出している人でも、５団体を超える自治体
にふるさと納税を行った場合や医療費控除を受けるな
どの理由により所得税の確定申告をする場合は、ふる
さと納税のすべての金額を寄附金控除の計算に含めて
申告する必要があります。

◆確定申告書 第二表　住民税に関する事項の記入
　16歳未満の扶養親族、配当に関する住民税の特例、
非居住者の特例、配当割額控除額、株式等譲渡所得割
額控除額、寄附金税額控除などの事項に該当する場合
は必ず記入してください。記入のない場合は、住民税
額の課税計算に適用されません。

◆申告と各種証明書の発行
　所得税や市・県民税の申告が必要な人が申告をしな
いと、借り入れ、扶養、住宅、福祉、教育などの申請
に必要な証明書（所得証明書・課税証明書）は発行で
きません。また、各種制度での適用が受けられなくな
ることがあります。

その他注意事項

◆要支援・要介護認定を受けている人の税の障害
者控除
　身体障害者手帳や療育手帳等を持っていなくて
も、次のすべてに該当する人は、「障害者控除対
象者認定書」により、所得税および市・県民税の
障害者控除を受けることができます。
○市内に住所がある 65 歳以上で、12 月 31 日
現在で要支援・要介護認定を受けている人
○直近の市介護認定審査会資料で、日常生活自立
度の判定が、障害者控除対象者認定基準以上で
ある人 
　認定書の交付には申請が必要です。認定書の交
付は１月中旬以降となります。認定基準など、ご
不明な点はお問い合わせください。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課　☎ 26-3939　℻   26-3950

①本人確認書類　マイナンバーカード（個人番号カード）
※マイナンバーカードがない場合は、通知カード（氏
名、住所などが住民票の記載事項と一致しているこ
と。）と身元確認書類（運転免許証、健康保険証、
パスポート（旅券）・在留カードなど）
②印鑑・筆記用具
③申告書（税務署または市役所から送付された人）
④税務署からのお知らせはがき（送付された人のみ）
⑤令和２年中の所得が明らかにできる書類
○給与・報酬・賃金・年金がある人は源泉徴収票また
は支払調書
○営業・農業・不動産所得がある人は、収支内訳書ま
たは青色申告決算書（事前に作成）
○配当・一時・雑所得などの所得がある人は、配当の
支払通知書などその所得を証明する書類　　
⑥控除を受けるために必要な証明書など
○国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料の領収証または証明書

※あらかじめ令和２年中の支払金額を計算してくださ
い。年金から天引きされている場合は、公的年金等
の源泉徴収票に金額が記載されます。
○国民年金保険料の控除証明書
○生命保険料、個人年金保険料、地震保険料などの証
明書
○医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（事
前に作成）
　○そのほか、受けようとする控除の必要書類または
証明書類
⑦所得税の還付申告をする人は、預貯金口座情報のわ
かるもの（申告する人の名義に限る。）
※申告内容によっては、①～⑦以外に、ほかの書類な
どが必要になる場合があります。
※昨年の申告書の控えや申告資料をお持ちいただく
と、申告内容の確認などがスムーズにできます。

申告に必要なもの◆確定申告書用紙の送付
　近年、ＩＣＴ（情報・通信技術）を利用した申告件
数が増加していることから、申告書用紙の送付に代え
て、「確定申告のお知らせ」はがきをお送りする場合
があります。申告書や確定申告に必要な各種様式は、
国税庁ホームページの「確定申告特集」に掲載してい
ます。申告書などの用紙の送付を希望する人は、上野
税務署にご連絡ください。

◆事業主の皆さんへ
～個人住民税を特別徴収していますか～
　給与所得者の個人住民税は、法令により、事業主が
給与から特別徴収（天引き）して、従業員に代わって
市に納入することになっています。
　所得税を源泉徴収している場合は、原則、パート・
アルバイト・期限付雇用などを含むすべての従業員か
ら特別徴収をする必要があります。
※税額の計算は市で行います。
▶次に該当する人は普通徴収することができます
○乙欄適用で他事業所で特別徴収されている
○給与が支給されない月がある
○事業専従者のみ（全従業員が事業専従者のみの場合
に限る）

○退職予定者（５月末までに退職予定の人）
※該当する場合は、給与支払報告書の提出時に個人住民
税普通徴収への切替理由書を一緒に提出してください。

◆従業員の皆さんへ
～個人住民税が給与から天引きされていますか～
　パート・アルバイト・期限付雇用の従業員なども含
め、個人住民税は基本的に特別徴収（天引き）です。
毎月の給与から個人住民税が特別徴収されていない場
合は、事業主に確認してください。特別徴収は原則
12回払いとなるため、従業員は自身で納入する手間

が省け、１回当たりの負担税額が少なくなります。
※複数の事業所から給与を支給されている人は、市町
村で所得を合算して税額計算を行い、いずれかの事
業所から支給される給与から特別徴収されます。

◆給与支払報告書の提出には
個人番号・法人番号の記載が必要です

　マイナンバー制度の導入に
伴い、給与支払報告書には、
受給者・被扶養者・支払者そ
れぞれの個人番号と法人番号
の記載が必要となります。そ
のうち支払者が個人事業主
の人は、給与支払報告書の提出時に本人確認書
類を提示するか、その写しを添付してください。
（e

える

LT
たっくす

AX をご利用の場合は確認方法が異なります
のでお問い合わせください。）

【問い合わせ】
○課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618
　 kazei@city.iga.lg.jp
○三重県税収確保課
　☎ 059-224-2131
　https://www.pref.mie.lg.jp/ZEIMU/HP/

個人住民税（市民税・県民税）「特別徴収」

◆所得により保険税額を減額します
　伊賀市国民健康保険では、保険税額を算定する際
に、法令により定められた所得基準を下回る世帯は、
均等割額と平等割額の 7割、5割または 2割を減
額します。

◆減額には市・県民税の申告が必要です
　減額に該当するかどうかは、世帯主とその世帯の
被保険者全員の総所得金額などの合算額により判定

します。収入状況の不明な人がいる世帯は減額でき
ません。
　前年に収入が全くない人や、障害年金・遺族年金
などの非課税所得のみの人で、市内在住の誰にも扶
養されていなかった人は、国民健康保険税の賦課資
料および福祉医療受給資格認定資料にもなるため、
必ず市・県民税の申告をしてください。
【問い合わせ】　保険年金課
　☎  22-9659　℻  26-0151

国民健康保険加入者・福祉医療受給者は市・県民税の申告が必要です
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◆医療費控除の明細書
　領収証等の提出の代わりに「医療費控除の明細書」
の添付が必要です。健康保険組合などが発行する「医
療費のお知らせ」などを添付することで、明細の記載
を省略できます。詳しくは国税庁ホームページをご覧
ください。

◆ふるさと納税（寄附金控除）の申告
　「ふるさと納税ワンストップ特例」の適用に関する
申請書を提出している人でも、５団体を超える自治体
にふるさと納税を行った場合や医療費控除を受けるな
どの理由により所得税の確定申告をする場合は、ふる
さと納税のすべての金額を寄附金控除の計算に含めて
申告する必要があります。

◆確定申告書 第二表　住民税に関する事項の記入
　16歳未満の扶養親族、配当に関する住民税の特例、
非居住者の特例、配当割額控除額、株式等譲渡所得割
額控除額、寄附金税額控除などの事項に該当する場合
は必ず記入してください。記入のない場合は、住民税
額の課税計算に適用されません。

◆申告と各種証明書の発行
　所得税や市・県民税の申告が必要な人が申告をしな
いと、借り入れ、扶養、住宅、福祉、教育などの申請
に必要な証明書（所得証明書・課税証明書）は発行で
きません。また、各種制度での適用が受けられなくな
ることがあります。

その他注意事項

◆要支援・要介護認定を受けている人の税の障害
者控除
　身体障害者手帳や療育手帳等を持っていなくて
も、次のすべてに該当する人は、「障害者控除対
象者認定書」により、所得税および市・県民税の
障害者控除を受けることができます。
○市内に住所がある 65 歳以上で、12 月 31 日
現在で要支援・要介護認定を受けている人

○直近の市介護認定審査会資料で、日常生活自立
度の判定が、障害者控除対象者認定基準以上で
ある人 

　認定書の交付には申請が必要です。認定書の交
付は１月中旬以降となります。認定基準など、ご
不明な点はお問い合わせください。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課　☎ 26-3939　℻   26-3950

①本人確認書類　マイナンバーカード（個人番号カード）
※マイナンバーカードがない場合は、通知カード（氏
名、住所などが住民票の記載事項と一致しているこ
と。）と身元確認書類（運転免許証、健康保険証、
パスポート（旅券）・在留カードなど）

②印鑑・筆記用具
③申告書（税務署または市役所から送付された人）
④税務署からのお知らせはがき（送付された人のみ）
⑤令和２年中の所得が明らかにできる書類
○給与・報酬・賃金・年金がある人は源泉徴収票また
は支払調書

○営業・農業・不動産所得がある人は、収支内訳書ま
たは青色申告決算書（事前に作成）

○配当・一時・雑所得などの所得がある人は、配当の
支払通知書などその所得を証明する書類　　

⑥控除を受けるために必要な証明書など
○国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料の領収証または証明書

※あらかじめ令和２年中の支払金額を計算してくださ
い。年金から天引きされている場合は、公的年金等
の源泉徴収票に金額が記載されます。

○国民年金保険料の控除証明書
○生命保険料、個人年金保険料、地震保険料などの証
明書

○医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（事
前に作成）

　○そのほか、受けようとする控除の必要書類または
証明書類

⑦所得税の還付申告をする人は、預貯金口座情報のわ
かるもの（申告する人の名義に限る。）

※申告内容によっては、①～⑦以外に、ほかの書類な
どが必要になる場合があります。

※昨年の申告書の控えや申告資料をお持ちいただく
と、申告内容の確認などがスムーズにできます。

申告に必要なもの◆確定申告書用紙の送付
　近年、ＩＣＴ（情報・通信技術）を利用した申告件
数が増加していることから、申告書用紙の送付に代え
て、「確定申告のお知らせ」はがきをお送りする場合
があります。申告書や確定申告に必要な各種様式は、
国税庁ホームページの「確定申告特集」に掲載してい
ます。申告書などの用紙の送付を希望する人は、上野
税務署にご連絡ください。

◆事業主の皆さんへ
～個人住民税を特別徴収していますか～
　給与所得者の個人住民税は、法令により、事業主が
給与から特別徴収（天引き）して、従業員に代わって
市に納入することになっています。
　所得税を源泉徴収している場合は、原則、パート・
アルバイト・期限付雇用などを含むすべての従業員か
ら特別徴収をする必要があります。
※税額の計算は市で行います。
▶次に該当する人は普通徴収することができます
○乙欄適用で他事業所で特別徴収されている
○給与が支給されない月がある
○事業専従者のみ（全従業員が事業専従者のみの場合
に限る）
○退職予定者（５月末までに退職予定の人）
※該当する場合は、給与支払報告書の提出時に個人住民
税普通徴収への切替理由書を一緒に提出してください。
◆従業員の皆さんへ
～個人住民税が給与から天引きされていますか～
　パート・アルバイト・期限付雇用の従業員なども含
め、個人住民税は基本的に特別徴収（天引き）です。
毎月の給与から個人住民税が特別徴収されていない場
合は、事業主に確認してください。特別徴収は原則
12回払いとなるため、従業員は自身で納入する手間

が省け、１回当たりの負担税額が少なくなります。
※複数の事業所から給与を支給されている人は、市町
村で所得を合算して税額計算を行い、いずれかの事
業所から支給される給与から特別徴収されます。

◆給与支払報告書の提出には
個人番号・法人番号の記載が必要です

　マイナンバー制度の導入に
伴い、給与支払報告書には、
受給者・被扶養者・支払者そ
れぞれの個人番号と法人番号
の記載が必要となります。そ
のうち支払者が個人事業主
の人は、給与支払報告書の提出時に本人確認書
類を提示するか、その写しを添付してください。
（e

える

LT
たっくす

AX をご利用の場合は確認方法が異なります
のでお問い合わせください。）

【問い合わせ】
○課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618
　 kazei@city.iga.lg.jp
○三重県税収確保課
　☎ 059-224-2131
　https://www.pref.mie.lg.jp/ZEIMU/HP/

個人住民税（市民税・県民税）「特別徴収」

◆所得により保険税額を減額します
　伊賀市国民健康保険では、保険税額を算定する際
に、法令により定められた所得基準を下回る世帯は、
均等割額と平等割額の 7割、5割または 2割を減
額します。

◆減額には市・県民税の申告が必要です
　減額に該当するかどうかは、世帯主とその世帯の
被保険者全員の総所得金額などの合算額により判定

します。収入状況の不明な人がいる世帯は減額でき
ません。
　前年に収入が全くない人や、障害年金・遺族年金
などの非課税所得のみの人で、市内在住の誰にも扶
養されていなかった人は、国民健康保険税の賦課資
料および福祉医療受給資格認定資料にもなるため、
必ず市・県民税の申告をしてください。
【問い合わせ】　保険年金課
　☎  22-9659　℻  26-0151

国民健康保険加入者・福祉医療受給者は市・県民税の申告が必要です
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空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に

空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
「
住
ま
な
い
と
家
は
傷
む
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
空
き
家
の
劣
化
が
早
い
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

【
換
気
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
家
で
生
活
す
る
と
、
ド
ア
や
窓
の

開
閉
、
換
気
扇
の
使
用
な
ど
、
家
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
換
気
が
行
わ
れ
ま

す
。
部
屋
で
活
動
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

動
き
に
よ
る
対
流
が
起
き
、
空
気
の
流
れ

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
、
空
き
家
の
場
合
は
、
通
常
人
が

入
れ
な
い
よ
う
に
ド
ア
や
窓
は
閉
め
切
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
室
内
の

空
気
は
ま
っ
た
く
流
動
し
な
く
な
り
、
特

に
梅
雨
時
期
に
は
湿
気
が
家
の
中
に
こ
も

り
、
カ
ビ
な
ど
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
な
か
で
も
木
造
住
宅
で
は
、
湿
気
や

カ
ビ
は
木
を
腐
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
と
な

り
、
早
い
場
合
、
約
半
年
で
劣
化
が
始
ま

り
ま
す
。

【
掃
除
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
定
期
的
に
掃
除

を
行
い
ま
す
が
、
空
き
家
の
場
合
は
手
入

れ
が
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
閉
め
切
っ
た

状
態
で
も
ホ
コ
リ
は
積
も
る
た
め
、
そ
れ

を
エ
サ
に
害
虫
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
ま
す
。

特
に
カ
ビ
や
シ
ロ
ア
リ
は
、
換
気
が
さ
れ

ず
湿
度
が
高
く
な
れ
ば
一
気
に
繁
殖
し
、

壁
紙
や
床
材
、
天
井
材
な
ど
の
劣
化
や
腐

食
が
早
く
な
る
ほ
か
、
床
下
や
天
井
裏
な

ど
の
見
え
な
い
部
分
の
劣
化
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

【
修
繕
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
雨
漏
り
が
生
じ

た
り
、
自
然
災
害
に
よ
り
家
の
一
部
が
損

傷
し
た
場
合
、す
ぐ
に
修
理
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
空
き
家
の
場
合
は
気
付
く
人
が

い
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ド
ア
や
窓
の
損
壊
に
よ
る
風

雨
が
室
内
に
侵
入
し
、
家
の
劣
化
速
度
を

急
速
に
加
速
さ
せ
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
家
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
に
は
、
実
際
に

居
住
し
て
い
る
よ
う
な
手
入
れ
が
必
要

で
す
。

　

一
週
間
に
一
度
で
も
窓
を
開
け
て
換

気
を
行
っ
た
り
、
定
期
的
な
掃
除
や
損
傷

し
た
部
分
の
修
繕
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
自
分
で
空
き
家
の
管
理
が
困
難
な
場
合

に
は
、
事
業
者
が
代
わ
り
に
維
持
管
理
を

行
う
伊
賀
市
空
家
等
維
持
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
利
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
管
理
が
難
し
い
場
合

や
、
管
理
費
用
を
か
け
た
く
な
い
場
合

は
、
空
き
家
を
手
放
す
選
択
肢
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
伊
賀
市
で
は
伊
賀
流
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
設
け
、
登
録
さ
れ
た
空
き
家

情
報
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
買

い
た
い
、
ま
た
借
り
た
い
人
に
物
件
を
紹

介
し
、
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

空
き
家
の
劣
化
は
早
い

空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
方
法

トピックス

▲市内の空き家（例）

▲手入れがされないまま放置された空き家の例

小学校生活最後の年な
ので、クラス全員で元
気に仲良く過ごしたい

花の手入れや趣味の
手芸をして楽しく過
ごしたい

心も体も健康に♪
何事も楽しむ気持
ちで実行＆継続！

健康に気を付け
て、仕事と農業
を頑張りたい

写真の道に励み、
今年も大きな賞に
チャレンジしたい

三重とこわか国体
でいい成績が残せ
るようにがんばり
たい

仕事も家庭も大切
にして楽しく過ご
したい

今年も畑仕事など、
元気に働きたい

島ヶ原
大豆本　悠司さん
（平成 21年生まれ）

馬田
舩見　富美子さん
（大正 14年生まれ）

三田
中澤　真規さん
（昭和 48年生まれ）
マロンちゃん
（平成 21年生まれ）

勝地
松山　真樹さん
（昭和 36年生まれ）

大内
市山　千貴さん
（平成 9年生まれ）

炊村
東　邦彦さん
（昭和 60年生まれ）

川東
界外　美枝子さん
（昭和 12年生まれ）

桐ヶ丘
駒原　常雄さん
（昭和 24年生まれ）

ご協力いただき、ありがとうございました。皆さんにとって、実り多き１年となりますように…

※住所・氏名・生まれ年と、今年の抱負を掲載しています。

丑年生まれの皆さんに
今年の抱負を伺いました
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空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
に

空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
「
住
ま
な
い
と
家
は
傷
む
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
空
き
家
の
劣
化
が
早
い
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

【
換
気
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
家
で
生
活
す
る
と
、
ド
ア
や
窓
の

開
閉
、
換
気
扇
の
使
用
な
ど
、
家
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
換
気
が
行
わ
れ
ま

す
。
部
屋
で
活
動
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

動
き
に
よ
る
対
流
が
起
き
、
空
気
の
流
れ

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
、
空
き
家
の
場
合
は
、
通
常
人
が

入
れ
な
い
よ
う
に
ド
ア
や
窓
は
閉
め
切
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
室
内
の

空
気
は
ま
っ
た
く
流
動
し
な
く
な
り
、
特

に
梅
雨
時
期
に
は
湿
気
が
家
の
中
に
こ
も

り
、
カ
ビ
な
ど
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
な
か
で
も
木
造
住
宅
で
は
、
湿
気
や

カ
ビ
は
木
を
腐
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
と
な

り
、
早
い
場
合
、
約
半
年
で
劣
化
が
始
ま

り
ま
す
。

【
掃
除
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
定
期
的
に
掃
除

を
行
い
ま
す
が
、
空
き
家
の
場
合
は
手
入

れ
が
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
閉
め
切
っ
た

状
態
で
も
ホ
コ
リ
は
積
も
る
た
め
、
そ
れ

を
エ
サ
に
害
虫
や
カ
ビ
が
繁
殖
し
ま
す
。

特
に
カ
ビ
や
シ
ロ
ア
リ
は
、
換
気
が
さ
れ

ず
湿
度
が
高
く
な
れ
ば
一
気
に
繁
殖
し
、

壁
紙
や
床
材
、
天
井
材
な
ど
の
劣
化
や
腐

食
が
早
く
な
る
ほ
か
、
床
下
や
天
井
裏
な

ど
の
見
え
な
い
部
分
の
劣
化
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

【
修
繕
が
行
わ
れ
な
い
】

　
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
雨
漏
り
が
生
じ

た
り
、
自
然
災
害
に
よ
り
家
の
一
部
が
損

傷
し
た
場
合
、す
ぐ
に
修
理
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
空
き
家
の
場
合
は
気
付
く
人
が

い
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ド
ア
や
窓
の
損
壊
に
よ
る
風

雨
が
室
内
に
侵
入
し
、
家
の
劣
化
速
度
を

急
速
に
加
速
さ
せ
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
家
が
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
に
は
、
実
際
に

居
住
し
て
い
る
よ
う
な
手
入
れ
が
必
要

で
す
。

　

一
週
間
に
一
度
で
も
窓
を
開
け
て
換

気
を
行
っ
た
り
、
定
期
的
な
掃
除
や
損
傷

し
た
部
分
の
修
繕
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
自
分
で
空
き
家
の
管
理
が
困
難
な
場
合

に
は
、
事
業
者
が
代
わ
り
に
維
持
管
理
を

行
う
伊
賀
市
空
家
等
維
持
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
利
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
管
理
が
難
し
い
場
合

や
、
管
理
費
用
を
か
け
た
く
な
い
場
合

は
、
空
き
家
を
手
放
す
選
択
肢
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
伊
賀
市
で
は
伊
賀
流
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
設
け
、
登
録
さ
れ
た
空
き
家

情
報
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
買

い
た
い
、
ま
た
借
り
た
い
人
に
物
件
を
紹

介
し
、
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

空
き
家
の
劣
化
は
早
い

空
き
家
の
劣
化
を
防
ぐ
方
法

トピックス

▲市内の空き家（例）

▲手入れがされないまま放置された空き家の例

小学校生活最後の年な
ので、クラス全員で元
気に仲良く過ごしたい

花の手入れや趣味の
手芸をして楽しく過
ごしたい

心も体も健康に♪
何事も楽しむ気持
ちで実行＆継続！

健康に気を付け
て、仕事と農業
を頑張りたい

写真の道に励み、
今年も大きな賞に
チャレンジしたい

三重とこわか国体
でいい成績が残せ
るようにがんばり
たい

仕事も家庭も大切
にして楽しく過ご
したい

今年も畑仕事など、
元気に働きたい

島ヶ原
大豆本　悠司さん
（平成 21年生まれ）

馬田
舩見　富美子さん
（大正 14年生まれ）

三田
中澤　真規さん
（昭和 48年生まれ）
マロンちゃん
（平成 21年生まれ）

勝地
松山　真樹さん
（昭和 36年生まれ）

大内
市山　千貴さん
（平成 9年生まれ）

炊村
東　邦彦さん
（昭和 60年生まれ）

川東
界外　美枝子さん
（昭和 12年生まれ）

桐ヶ丘
駒原　常雄さん
（昭和 24年生まれ）

ご協力いただき、ありがとうございました。皆さんにとって、実り多き１年となりますように…

※住所・氏名・生まれ年と、今年の抱負を掲載しています。

丑年生まれの皆さんに
今年の抱負を伺いました
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令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
事
業
を
支
援
し
ま
す

集
落
営
農
支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

　
市
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
課
題
解
決
に
取
り
組
む
＊
集
落
営
農
組

織
を
支
援
し
ま
す
。

＊
集
落
営
農
…
集
落
を
単
位
と
し
て
、
農

業
生
産
過
程
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
。

【
申
請
書
類
】

○
申
請
書

○
団
体
の
定
款
・
規
約
・
会
則
な
ど

○
団
体
の
前
年
度
の
実
績
報
告
書
・
収
支

報
告
書

○
団
体
の
今
年
度
の
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書

○
団
体
の
構
成
員
名
簿

○
集
落
営
農
支
援
事
業
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
資
料
（
会
議
録

な
ど
）

○
見
積
・
カ
タ
ロ
グ
・
設
計
図
な
ど

※
申
請
書
と
募
集
要
項
は
、
農
林
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
類
を
農
林
振
興
課
ま
で
提
出
。

【
申
請
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
19
日
㈮　
※
必
着

【
審
査
・
選
考
方
法
】

　
次
の
項
目
に
つ
い
て
書
類
審
査
・
選
考

を
行
い
、３
月
末
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

①
営
農
活
動　
適
切
な
組
織
運
営
や
営
農

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
行
う 

こ
と
が
見
込
め
る
か

②
公
益
的
活
動　
集
落
環
境
・
機
能
の
維

持
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、

ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
か

③
団
体
設
立
後
の
交
付
実
績　
団
体
設
立

後
交
付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
活
動
支
援

を
特
に
必
要
と
し
て
い
る
か

④
過
去
５
年
間
の
交
付
実
績　
近
年
（
過

去
５
年
間
）
の
交
付
実
績
が
な
い
（
少

な
い
）
団
体
の
申
請
か

⑤
積
極
性　

市
や
地
域
が
実
施
す
る
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
参
加
す
る
意
思

が
あ
る
か

⑥
開
放
性　
当
該
団
体
に
加
入
を
希
望
す

る
者
に
対
し
て
、
門
戸
を
広
く
開
い 

て
い
る
か

※
③
、
④
の
交
付
実
績
と
は
過
去
に
伊
賀

市
が
実
施
し
た
類
似
の
機
械
な
ど
購
入

助
成
事
業
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課

　
☎
22
・
９
７
１
３　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nourin@
city.iga.lg.jp

【
対
　
象
】　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
。

○
集
落
営
農
活
動
を
行
い
、
集
落
環
境
と
機
能

維
持
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
よ
う
と
す
る

組
織

○
営
農
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
営
農
が
市
内
で

行
わ
れ
て
い
る
組
織

○
集
落
内
の
合
意
に
よ
っ
て
組
織
し
、
営
農
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ

る
組
織

○
定
款
・
規
約
な
ど
の
定
め
が
あ
り
公
正
な
運

営
が
見
込
ま
れ
る
組
織

【
補
助
対
象
事
業
】

　
集
落
営
農
の
推
進
に
必
要
な
経
費

①
農
業
用
機
械
機
具
購
入
費
助
成

②
施
設
の
新
築
・
改
修
費
助
成

※
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
機
械
の
購
入
を
優

先
採
択
し
ま
す
。

【
補
助
額
】　
※
予
算
の
範
囲
内

　

事
業
費
の
20
％
以
内
。
た
だ
し
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
機
械
は
40
％
以
内

※
上
限
①
１
０
０
万
円
②
２
０
０
万
円　

下
限

①
、
②
と
も
20
万
円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）

※
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
実
施

す
る
事
業
に
限
り
ま
す
。

補
助
事
業
の
内
容

トピックス

上野総合市民病院の外来診療担当表
【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※令和３年１月１日現在の診療表です。
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合や診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※初診時にかかりつけ医からの紹介状がない場合、初診時選定療養費（5,500 円）が必要となることがあります。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科

１診《総合診療科》田中　光司
《総合診療科》

田中　光司 栗原　眞行 《総合診療科》
田中　光司

《総合診療科》
田中　光司

２診 北原　義介 栗原　眞行 《総合診療科》脳神経外科にて
（新阜　宏文）

《総合診療科》
新阜　宏文

３診 中谷　中

外　科

１診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋

２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐
３診 井出　正造

（腫瘍内科）
浦谷　亮（再診のみ）

（乳腺科）【完全予約制】
（再診9：00～）（初診12：00～）

乳腺科の電話での予約受付は、月・水・
金曜日の正午～午後４時の間です。 毛利　智美 毛利　智美

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 加藤　孝太 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 加藤　孝太

２診 池田　正俊
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 安岡　遼 池田　正俊

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 岡本　寛樹 八木　典章 岡本　寛樹 澤山　裕一 山本　孝
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

岡本　寛樹

脳神経内科 北原　義介 小川　暢弘 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 奥川　喜永

２診
（緩和ケア外来）
都築　則正【予約制】
第１・３・５金曜日　14：00 ～

（呼吸器科）
※月曜日は交代制

賀来　良輔
岡本　圭伍 寺本　晃治

（糖尿病内科）（第 2・第 4月曜日） 清水　浩一
（腎臓内科）（第2･第4月･火曜日）
（13：00～15：30） 清水　浩一 清水　浩一
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察
　10：00～11：30
※水曜日の整形外科の初診　　
　のみ救急外来で対応

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

泌尿器科 東　真一郎（再診のみ）

脳神経外科
※月曜日は交代制

河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：30～12：00） 南舘　直志
眼科
受付：8：30～11：00 布目　貴康 中条　慎一郎

■婦人科：奥村　亜純（水曜日　受付：8：30～ 11：00）■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～ 11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～ 15：30）■炎症性腸疾患外来【完全予約制】：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～ 16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

トピックス
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令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
事
業
を
支
援
し
ま
す

集
落
営
農
支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

　
市
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
課
題
解
決
に
取
り
組
む
＊
集
落
営
農
組

織
を
支
援
し
ま
す
。

＊
集
落
営
農
…
集
落
を
単
位
と
し
て
、
農

業
生
産
過
程
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
。

【
申
請
書
類
】

○
申
請
書

○
団
体
の
定
款
・
規
約
・
会
則
な
ど

○
団
体
の
前
年
度
の
実
績
報
告
書
・
収
支

報
告
書

○
団
体
の
今
年
度
の
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書

○
団
体
の
構
成
員
名
簿

○
集
落
営
農
支
援
事
業
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
資
料
（
会
議
録

な
ど
）

○
見
積
・
カ
タ
ロ
グ
・
設
計
図
な
ど

※
申
請
書
と
募
集
要
項
は
、
農
林
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
類
を
農
林
振
興
課
ま
で
提
出
。

【
申
請
期
間
】

　
１
月
18
日
㈪
〜
２
月
19
日
㈮　
※
必
着

【
審
査
・
選
考
方
法
】

　
次
の
項
目
に
つ
い
て
書
類
審
査
・
選
考

を
行
い
、３
月
末
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

①
営
農
活
動　
適
切
な
組
織
運
営
や
営
農

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
行
う 

こ
と
が
見
込
め
る
か

②
公
益
的
活
動　
集
落
環
境
・
機
能
の
維

持
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、

ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
か

③
団
体
設
立
後
の
交
付
実
績　
団
体
設
立

後
交
付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
活
動
支
援

を
特
に
必
要
と
し
て
い
る
か

④
過
去
５
年
間
の
交
付
実
績　
近
年
（
過

去
５
年
間
）
の
交
付
実
績
が
な
い
（
少

な
い
）
団
体
の
申
請
か

⑤
積
極
性　

市
や
地
域
が
実
施
す
る
事

業
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
参
加
す
る
意
思

が
あ
る
か

⑥
開
放
性　
当
該
団
体
に
加
入
を
希
望
す

る
者
に
対
し
て
、
門
戸
を
広
く
開
い 

て
い
る
か

※
③
、
④
の
交
付
実
績
と
は
過
去
に
伊
賀

市
が
実
施
し
た
類
似
の
機
械
な
ど
購
入

助
成
事
業
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課

　
☎
22
・
９
７
１
３　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nourin@
city.iga.lg.jp

【
対
　
象
】　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
。

○
集
落
営
農
活
動
を
行
い
、
集
落
環
境
と
機
能

維
持
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
よ
う
と
す
る

組
織

○
営
農
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
営
農
が
市
内
で

行
わ
れ
て
い
る
組
織

○
集
落
内
の
合
意
に
よ
っ
て
組
織
し
、
営
農
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ

る
組
織

○
定
款
・
規
約
な
ど
の
定
め
が
あ
り
公
正
な
運

営
が
見
込
ま
れ
る
組
織

【
補
助
対
象
事
業
】

　
集
落
営
農
の
推
進
に
必
要
な
経
費

①
農
業
用
機
械
機
具
購
入
費
助
成

②
施
設
の
新
築
・
改
修
費
助
成

※
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
機
械
の
購
入
を
優

先
採
択
し
ま
す
。

【
補
助
額
】　
※
予
算
の
範
囲
内

　

事
業
費
の
20
％
以
内
。
た
だ
し
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
機
械
は
40
％
以
内

※
上
限
①
１
０
０
万
円
②
２
０
０
万
円　

下
限

①
、
②
と
も
20
万
円
（
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）

※
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
実
施

す
る
事
業
に
限
り
ま
す
。

補
助
事
業
の
内
容
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上野総合市民病院の外来診療担当表
【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※令和３年１月１日現在の診療表です。
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合や診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※初診時にかかりつけ医からの紹介状がない場合、初診時選定療養費（5,500 円）が必要となることがあります。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科

１診《総合診療科》田中　光司
《総合診療科》

田中　光司 栗原　眞行 《総合診療科》
田中　光司

《総合診療科》
田中　光司

２診 北原　義介 栗原　眞行 《総合診療科》脳神経外科にて
（新阜　宏文）

《総合診療科》
新阜　宏文

３診 中谷　中

外　科

１診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋

２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐
３診 井出　正造

（腫瘍内科）
浦谷　亮（再診のみ）

（乳腺科）【完全予約制】
（再診9：00～）（初診12：00～）

乳腺科の電話での予約受付は、月・水・
金曜日の正午～午後４時の間です。 毛利　智美 毛利　智美

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 加藤　孝太 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 加藤　孝太

２診 池田　正俊
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 安岡　遼 池田　正俊

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 岡本　寛樹 八木　典章 岡本　寛樹 澤山　裕一 山本　孝
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

岡本　寛樹

脳神経内科 北原　義介 小川　暢弘 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 奥川　喜永

２診
（緩和ケア外来）
都築　則正【予約制】
第１・３・５金曜日　14：00 ～

（呼吸器科）
※月曜日は交代制

賀来　良輔
岡本　圭伍 寺本　晃治

（糖尿病内科）（第 2・第 4月曜日） 清水　浩一
（腎臓内科）（第2･第4月･火曜日）
（13：00～15：30） 清水　浩一 清水　浩一
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察
　10：00～11：30
※水曜日の整形外科の初診　　
　のみ救急外来で対応

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

泌尿器科 東　真一郎（再診のみ）

脳神経外科
※月曜日は交代制

河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：30～12：00） 南舘　直志
眼科
受付：8：30～11：00 布目　貴康 中条　慎一郎

■婦人科：奥村　亜純（水曜日　受付：8：30～ 11：00）■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～ 11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～ 15：30）■炎症性腸疾患外来【完全予約制】：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～ 16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

トピックス

17 2021.1



【
募
集
戸
数
】

○
荒
木
団
地　
１
戸

○
木
根
団
地　
１
戸

○
河
合
団
地
（
子
育
て
支
援
世
帯
）
１
戸

※
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
子
育
て
支
援
世
帯
は
、
０
歳
か
ら
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
子
と
同
居
し
、
か
つ

養
育
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

【
入
居
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
（
外
国
籍

の
人
は
、
国
内
に
２
年
以
上
継
続
し
て

居
住
し
て
い
る
こ
と
。）

○
同
居
人
も
含
め
て
市
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
人

で
、
家
賃
・
駐
車
場
使
用
料
・
共
益
費

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

○
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族(

婚
約
者
を

含
む
。)

が
い
る
こ
と
。

○
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

○
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者
と
同
等

以
上
の
収
入
が
あ
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と
。（
連
帯
保
証
人
は
市
内

在
住
も
し
く
は
在
勤
で
あ
る
か
、
ま
た

は
入
居
者
の
親
族
で
あ
る
こ
と
。）

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　
住
宅
課
・
各
支
所
振
興
課
（
上
野
支
所

を
除
く
。）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
振
興
課
（
上
野

支
所
を
除
く
。）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
19
日
㈫
必
着
。

【
公
開
抽
選
会
】

○
と　
き
：
２
月
19
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ
：
本
庁
舎

　
３
階
会
議
室
３
０
１

※
抽
選
開
始
時
間
に
不
在
の
場
合
は
、
失

格
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
住
宅
課

　
☎
22
・
９
７
３
７　
℻  
22
・
９
７
３
６　

jutaku@
city.iga.lg.jp

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

今
年
度
最
後
の
集
団
が
ん
検
診
で
す

【
対
象
者
】

　
検
診
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

で
、
各
検
診
の
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人

※
す
で
に
今
年
度
の
同
じ
内
容
の
が
ん
検

診
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
集
団
が
ん
検
診

【
と　
き
】　
３
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

【
内　
容
】　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

○
予
約
電
話　
☎
22
・
９
６
５
３

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
検
診

【
と　
き
】　
２
月
28
日
㈰
ま
で

【
と
こ
ろ
】　
市
内
医
療
機
関

【
内　
容
】　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

○
直
接
医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※「
令
和
２
年
度
が
ん
検
診
無
料
受
診
券
」

を
使
用
で
き
る
集
団
が
ん
検
診
は
３
月

13
日
㈯
で
終
了
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
の
詳
し
い
注
意
事
項
に
つ
い
て

は
、
広
報
い
が
６
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jp

内　容 対象年齢
自己負担金

74歳以下 75歳以上
胃がん 20 歳以上 1,800 円 800円
大腸がん 20 歳以上 800円 500円

前立腺がん 50 歳以上
の男性　 800円 500円

子宮がん 20 歳以上
の女性 1,400 円 500円

乳がん
（マンモグラフィ）

30 歳以上
の女性 1,600 円 800円
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
商
工
会
議
所

　
上
野
丸
之
内
５
０
０　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

　
☎
21
・
０
５
２
７　
℻  
24
・
３
８
５
７　

info@
iga-ueno.or.jp

○
伊
賀
市
商
工
会

　
下
柘
植
７
２
３
―
１

　
☎
45
・
２
２
１
０　
℻  
45
・
５
３
０
７

第
16
回
伊
賀
学
検
定
受
験
者
募
集

　

伊
賀
の
観
光
振
興
を
図
り
、
伊
賀
の

歴
史
や
文
化
を
い
つ
ま
で
も
残
し
、
伝
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
々
を
育
て
る
た

め
、「
伊
賀
学
検
定
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
２
月
21
日
㈰

○
初
級
：
午
後
１
時
〜（
検
定
時
間
30
分
）

○
中
級
：
午
後
２
時
〜（
検
定
時
間
40
分
）

○
上
級
：
午
後
３
時
10
分
〜

　
（
検
定
時
間
45
分
）

【
と
こ
ろ
】

○
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

○
Ｙユ

イ

ト

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ａア

ネ

ッ

ク

ス

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ　

２
階

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
２
ー

４
ー
１
）

【
受
験
資
格
】

○
中
級
の
受
験
者
は
、
初
級
を
合
格
し
た

人
に
限
り
ま
す
。

○
上
級
の
受
験
者
は
、
中
級
を
合
格
し
た

人
に
限
り
ま
す
。

【
料　
金
】

○
初
級
：
１
，５
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
）

○
中
級
：
２
，０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
１
，５
０
０
円
）

○
上
級
：
３
，０
０
０
円

【
申
込
期
間
】

　
１
月
８
日
㈮
〜
２
月
１
日
㈪

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号・希
望
す
る
受
験
級
を
明
記
の
上
、

申
込
先
ま
で
。

◆
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

【
と　
き
】　
１
月
30
日
㈯

○
初
級
：
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

○
中
級
：
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
上
級
の
セ
ミ
ナ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

【
講　
師
】

○
初
級
：
建
築
家
・
伊
賀
市
文
化
財
保
護

　
審
議
会
委
員　
滝
井　
利
彰
さ
ん

○
中
級
：
元
伊
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
委
員　
増
田　
雄
さ
ん

【
料　
金
】

　
初
級
・
中
級
と
も
に
１
，
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】

　
１
月
29
日
㈮

土
芳
忌
・
土
芳
を
偲
ぶ
俳
句
会

　
松
尾
芭
蕉
の
伊
賀
門
下
の
中
心
人
物
と

し
て
活
躍
し
、
芭
蕉
の
俳
論
を
後
世
に
残

し
た
蓑
虫
庵
主　
服
部
土
芳
を
偲
び
、
法

要
・
講
話
と
俳
句
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】　
１
月
18
日
㈪

○
墓
前
法
要
：
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　
西
蓮
寺
（
長
田
１
９
３
１
）

○
講
話
：

　
午
前
11
時
40
分
〜
午
後
０
時
10
分

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

　
演
題
：
芭
蕉
と
土
芳
〜「
蓑
虫
の
」
句

　
を
め
ぐ
っ
て
〜

　
講
師
：
文
化
交
流
課（
芭
蕉
翁
記
念
館
）

　
学
芸
員　
服
部　
温
子

　
定
員
：
先
着
80
人

（
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
上
野
公
園
入
口
ロ
ー
タ
リ
ー
（
午
前

10
時
発
）
〜
西
蓮
寺
（
午
前
11
時
15
分

発
）
〜
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
）

【
と　
き
】　
１
月
18
日
㈪

　
午
後
１
時
45
分
〜
４
時

　
投
句
受
付
時
間
：

　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　

岡
島
千
秋
・
佐
々
木
経
子
・
島
井
節
・

　
西
村
八
洲
子
・
福
森
志
津
子

【
投
句
数
】　
１
人
３
句
以
内

【
定　
員
】　
先
着
80
人

（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
希
望
者
に
は
、
後
日
句
集
を
送
付
し
ま

す
。（
句
集
代
１
０
０
円
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

○
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

『
俳
諧
三
十
六
歌
仙
』
土
芳 （
伊
賀
市
蔵
）

第
２
９
２
回
忌　
土
芳
忌

土
芳
を
偲
ぶ
俳
句
会

トピックス

トピックス
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【
募
集
戸
数
】

○
荒
木
団
地　
１
戸

○
木
根
団
地　
１
戸

○
河
合
団
地
（
子
育
て
支
援
世
帯
）
１
戸

※
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
子
育
て
支
援
世
帯
は
、
０
歳
か
ら
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
子
と
同
居
し
、
か
つ

養
育
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

【
入
居
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
（
外
国
籍

の
人
は
、
国
内
に
２
年
以
上
継
続
し
て

居
住
し
て
い
る
こ
と
。）

○
同
居
人
も
含
め
て
市
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
人

で
、
家
賃
・
駐
車
場
使
用
料
・
共
益
費

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

○
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族(

婚
約
者
を

含
む
。)

が
い
る
こ
と
。

○
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

○
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者
と
同
等

以
上
の
収
入
が
あ
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と
。（
連
帯
保
証
人
は
市
内

在
住
も
し
く
は
在
勤
で
あ
る
か
、
ま
た

は
入
居
者
の
親
族
で
あ
る
こ
と
。）

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　
住
宅
課
・
各
支
所
振
興
課
（
上
野
支
所

を
除
く
。）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
振
興
課
（
上
野

支
所
を
除
く
。）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
１
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
を
除
く
。

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
19
日
㈫
必
着
。

【
公
開
抽
選
会
】

○
と　
き
：
２
月
19
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ
：
本
庁
舎

　
３
階
会
議
室
３
０
１

※
抽
選
開
始
時
間
に
不
在
の
場
合
は
、
失

格
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
住
宅
課

　
☎
22
・
９
７
３
７　
℻  
22
・
９
７
３
６　

jutaku@
city.iga.lg.jp

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

今
年
度
最
後
の
集
団
が
ん
検
診
で
す

【
対
象
者
】

　
検
診
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

で
、
各
検
診
の
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人

※
す
で
に
今
年
度
の
同
じ
内
容
の
が
ん
検

診
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
集
団
が
ん
検
診

【
と　
き
】　
３
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

【
内　
容
】　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

○
予
約
電
話　
☎
22
・
９
６
５
３

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
検
診

【
と　
き
】　
２
月
28
日
㈰
ま
で

【
と
こ
ろ
】　
市
内
医
療
機
関

【
内　
容
】　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

○
直
接
医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※「
令
和
２
年
度
が
ん
検
診
無
料
受
診
券
」

を
使
用
で
き
る
集
団
が
ん
検
診
は
３
月

13
日
㈯
で
終
了
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
検
診
の
詳
し
い
注
意
事
項
に
つ
い
て

は
、
広
報
い
が
６
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jp

内　容 対象年齢
自己負担金

74歳以下 75歳以上
胃がん 20 歳以上 1,800 円 800円
大腸がん 20 歳以上 800円 500円

前立腺がん 50 歳以上
の男性　 800円 500円

子宮がん 20 歳以上
の女性 1,400 円 500円

乳がん
（マンモグラフィ）

30 歳以上
の女性 1,600 円 800円

トピックス

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
商
工
会
議
所

　
上
野
丸
之
内
５
０
０　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

　
☎
21
・
０
５
２
７　
℻  
24
・
３
８
５
７　

info@
iga-ueno.or.jp

○
伊
賀
市
商
工
会

　
下
柘
植
７
２
３
―
１

　
☎
45
・
２
２
１
０　
℻  
45
・
５
３
０
７

第
16
回
伊
賀
学
検
定
受
験
者
募
集

　

伊
賀
の
観
光
振
興
を
図
り
、
伊
賀
の

歴
史
や
文
化
を
い
つ
ま
で
も
残
し
、
伝
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
々
を
育
て
る
た

め
、「
伊
賀
学
検
定
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
２
月
21
日
㈰

○
初
級
：
午
後
１
時
〜（
検
定
時
間
30
分
）

○
中
級
：
午
後
２
時
〜（
検
定
時
間
40
分
）

○
上
級
：
午
後
３
時
10
分
〜

　
（
検
定
時
間
45
分
）

【
と
こ
ろ
】

○
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

○
Ｙユ

イ

ト

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ａア

ネ

ッ

ク

ス

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ　

２
階

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
２
ー

４
ー
１
）

【
受
験
資
格
】

○
中
級
の
受
験
者
は
、
初
級
を
合
格
し
た

人
に
限
り
ま
す
。

○
上
級
の
受
験
者
は
、
中
級
を
合
格
し
た

人
に
限
り
ま
す
。

【
料　
金
】

○
初
級
：
１
，５
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
）

○
中
級
：
２
，０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
１
，５
０
０
円
）

○
上
級
：
３
，０
０
０
円

【
申
込
期
間
】

　
１
月
８
日
㈮
〜
２
月
１
日
㈪

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号・希
望
す
る
受
験
級
を
明
記
の
上
、

申
込
先
ま
で
。

◆
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

【
と　
き
】　
１
月
30
日
㈯

○
初
級
：
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

○
中
級
：
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
上
級
の
セ
ミ
ナ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

【
講　
師
】

○
初
級
：
建
築
家
・
伊
賀
市
文
化
財
保
護

　
審
議
会
委
員　
滝
井　
利
彰
さ
ん

○
中
級
：
元
伊
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
委
員　
増
田　
雄
さ
ん

【
料　
金
】

　
初
級
・
中
級
と
も
に
１
，
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】

　
１
月
29
日
㈮

土
芳
忌
・
土
芳
を
偲
ぶ
俳
句
会

　
松
尾
芭
蕉
の
伊
賀
門
下
の
中
心
人
物
と

し
て
活
躍
し
、
芭
蕉
の
俳
論
を
後
世
に
残

し
た
蓑
虫
庵
主　
服
部
土
芳
を
偲
び
、
法

要
・
講
話
と
俳
句
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】　
１
月
18
日
㈪

○
墓
前
法
要
：
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　
西
蓮
寺
（
長
田
１
９
３
１
）

○
講
話
：

　
午
前
11
時
40
分
〜
午
後
０
時
10
分

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

　
演
題
：
芭
蕉
と
土
芳
〜「
蓑
虫
の
」
句

　
を
め
ぐ
っ
て
〜

　
講
師
：
文
化
交
流
課（
芭
蕉
翁
記
念
館
）

　
学
芸
員　
服
部　
温
子

　
定
員
：
先
着
80
人

（
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
上
野
公
園
入
口
ロ
ー
タ
リ
ー
（
午
前

10
時
発
）
〜
西
蓮
寺
（
午
前
11
時
15
分

発
）
〜
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
）

【
と　
き
】　
１
月
18
日
㈪

　
午
後
１
時
45
分
〜
４
時

　
投
句
受
付
時
間
：

　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　

岡
島
千
秋
・
佐
々
木
経
子
・
島
井
節
・

　
西
村
八
洲
子
・
福
森
志
津
子

【
投
句
数
】　
１
人
３
句
以
内

【
定　
員
】　
先
着
80
人

（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
希
望
者
に
は
、
後
日
句
集
を
送
付
し
ま

す
。（
句
集
代
１
０
０
円
）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

○
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp
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圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

南山城村南山城村

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、住民が従来から買い物、医療、仕
事、文化、スポーツなど、生活において繋がりや
結びつきが強く、圏域外に誇れる地域です。
　それぞれの地域がイチ押しのスポットなどを紹
介します。

「やまとある工房」の鹿肉
　笠置町に誕生したジビ
エ（野生鳥獣肉）の会社
「R

リ
E-S

ソ ー シ ャ ル
OCIAL」の食肉加

工場である「やまとある
工房」が、10 月 29 日
㈭にオープンしました。
　全国的に深刻化している獣害被害に伴い鹿の捕
獲頭数は増えていますが、再活用する手段が少な
いため、９割が廃棄されています。獣害の課題を
解決するため、同社が起業しました。
　「やまとある工房」では、生け捕りした鹿を素
早く血抜きし精肉するため、柔らかく臭みのない
鹿肉が作られています。製品は同社ホームページ
などから購入できます。
【問い合わせ】　㈱ RE-SOCIAL
　☎ 080-6101-6617
　 resocial.kyoto@gmail.com

笠置町笠置町

　「やまんなか」という
名前には、「村に住む人
も、村に住み始めた人も、
これから住みたい人も、
みんなが語り合い、安心
して暮らせる村をつくってい
く。そんな、ワイワイと集ま
る人と人のまんなかにある場
所でありたい」という思いを込めています。移住
に関する窓口、空き家の案内のほか、ランチ会な
ども開催しています。ぜひ気軽にお越しください。
【ところ】
　京都府相楽郡南山城村大字田山小字上フケ10-4
【開館日時】
　水・金・土曜日　午前 10時～午後４時
【問い合わせ】　移住交流スペース　やまんなか　
　☎  0743-94-0666

子羊のベビーラッシュ
　およそ 60頭の羊がのんび
り暮らす山添村フォレスト
パーク神野山「めえめえ牧
場」では、毎年２月から３月
にかけてベビーラッシュをむ
かえ、生まれたばかりのかわ
いい子羊たちの姿を見ること
ができます。
　家族・友人と一緒にぜひご
来場ください。
　最新情報はめえめえ牧場ブログをご覧
ください。
【問い合わせ】
○フォレストパーク神野山「めえめえ牧場」
　（奈良県山辺郡山添村大字北野）
　☎ 0743-86-0131（定休日：水曜日）
○山添村役場地域振興課　☎ 0743-85-0048

山添村山添村

移住交流スペース　やまんなか

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]
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○廃家電（家電４品目）を家電回収協力店などに引き取ってもらうには、「リサ
イクル料金」と「収集運搬料金」を支払う必要があり、料金はメーカー、小売
店ごとに異なります。

○リサイクル料金について詳しくは、（一財）家電製品協会　家電リサイクル券セン
ター（☎ 0120-319640）へお問い合わせください。

手続きなど
購入した家電小売店が
わかる、買い替える場合

購入した店、または買い替えをする販売店にご相談
ください。

購入した家電小売店が
わからない、近くにない、
既にない場合

家電小売店または家電回収協力店にご相談ください。
※家電回収協力店は市ホームページをご覧いただく
か、廃棄物対策課へお問い合わせください。
※家電回収協力店は販売した小売店でないため、引
き取り義務はありません。

指定引取場所に直接持ち
込む場合

郵便局で「家電リサイクル券」を購入し、券ととも
に指定引取場所へ製品を持ち込んでください。
【指定引取場所】
　滋賀近交運輸倉庫㈱三重支店第二倉庫
　小田町 1751-5　☎ 22-1321
※営業日はお問い合せください。

伊賀南部クリーンセン
ターに直接持ち込む場合
※青山支所管内の人のみ

郵便局で「家電リサイクル券」を購入し、券ととも
に製品を伊賀南部クリーンセンターへ持ち込んでく
ださい。別途収集運搬料金として、１点につき2,000
円の「特定家庭用機器搬送券」が必要です。
※営業日など、詳しくは、伊賀南部クリーンセンター
（☎ 53-1120）へお問い合わせください。
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圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
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　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村
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　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、住民が従来から買い物、医療、仕
事、文化、スポーツなど、生活において繋がりや
結びつきが強く、圏域外に誇れる地域です。
　それぞれの地域がイチ押しのスポットなどを紹
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工場である「やまとある
工房」が、10 月 29 日
㈭にオープンしました。
　全国的に深刻化している獣害被害に伴い鹿の捕
獲頭数は増えていますが、再活用する手段が少な
いため、９割が廃棄されています。獣害の課題を
解決するため、同社が起業しました。
　「やまとある工房」では、生け捕りした鹿を素
早く血抜きし精肉するため、柔らかく臭みのない
鹿肉が作られています。製品は同社ホームページ
などから購入できます。
【問い合わせ】　㈱ RE-SOCIAL
　☎ 080-6101-6617
　 resocial.kyoto@gmail.com

笠置町笠置町

　「やまんなか」という
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これから住みたい人も、
みんなが語り合い、安心
して暮らせる村をつくってい
く。そんな、ワイワイと集ま
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所でありたい」という思いを込めています。移住
に関する窓口、空き家の案内のほか、ランチ会な
ども開催しています。ぜひ気軽にお越しください。
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【開館日時】
　水・金・土曜日　午前 10時～午後４時
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り暮らす山添村フォレスト
パーク神野山「めえめえ牧
場」では、毎年２月から３月
にかけてベビーラッシュをむ
かえ、生まれたばかりのかわ
いい子羊たちの姿を見ること
ができます。
　家族・友人と一緒にぜひご
来場ください。
　最新情報はめえめえ牧場ブログをご覧
ください。
【問い合わせ】
○フォレストパーク神野山「めえめえ牧場」
　（奈良県山辺郡山添村大字北野）
　☎ 0743-86-0131（定休日：水曜日）
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○廃家電（家電４品目）を家電回収協力店などに引き取ってもらうには、「リサ
イクル料金」と「収集運搬料金」を支払う必要があり、料金はメーカー、小売
店ごとに異なります。

○リサイクル料金について詳しくは、（一財）家電製品協会　家電リサイクル券セン
ター（☎ 0120-319640）へお問い合わせください。

手続きなど
購入した家電小売店が
わかる、買い替える場合

購入した店、または買い替えをする販売店にご相談
ください。

購入した家電小売店が
わからない、近くにない、
既にない場合

家電小売店または家電回収協力店にご相談ください。
※家電回収協力店は市ホームページをご覧いただく
か、廃棄物対策課へお問い合わせください。

※家電回収協力店は販売した小売店でないため、引
き取り義務はありません。

指定引取場所に直接持ち
込む場合

郵便局で「家電リサイクル券」を購入し、券ととも
に指定引取場所へ製品を持ち込んでください。
【指定引取場所】
　滋賀近交運輸倉庫㈱三重支店第二倉庫
　小田町 1751-5　☎ 22-1321
※営業日はお問い合せください。

伊賀南部クリーンセン
ターに直接持ち込む場合
※青山支所管内の人のみ

郵便局で「家電リサイクル券」を購入し、券ととも
に製品を伊賀南部クリーンセンターへ持ち込んでく
ださい。別途収集運搬料金として、１点につき2,000
円の「特定家庭用機器搬送券」が必要です。
※営業日など、詳しくは、伊賀南部クリーンセンター
（☎ 53-1120）へお問い合わせください。
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　東京2020パラリンピッ
クでシンガポール共和国の
ホストタウンになった甲賀
市とシンガポール共和国の
障がいのある人が製作し
た、アール・ブリュット作品（陶
芸、絵画、刺繍等）の合同展示を
行います。
　アール・ブリュット作品が織り
なす豊かな創造と多様な価値観を
ぜひご覧ください。
【と　き】　１月 14日㈭～ 23日㈯
　午前 10時～午後５時
※月曜休館・最終日は午後４時まで
【ところ】　あいこうか市民ホール　展示室
　（滋賀県甲賀市水口町水口 5633）※入場無料
【問い合わせ】
○甲賀市社会教育スポーツ課 国スポ・障スポ推進室
　☎ 0748-69-2253　℻  0748-69-2293
○やまなみ工房　☎ 0748-86-0334

シンガポール×甲賀の
アール・ブリュット交流展

亀山市亀山市
かめやま街あかり

～メッセージキャンドル＆イルミネーション～
　亀山市文化会館で、ローソクの灯りやイルミ
ネーションが楽しめます。ぜひ、お越しください。
◆メッセージキャンドル
【と　き】　１月 23日㈯
　午後５時 30分～９時
◆イルミネーション
【と　き】
　１月 23日㈯～２月 28日㈰
【点灯時間】　日没～午後９時
【ところ】　亀山市文化会館
　（亀山市東御幸町 63）
　次の場所でも、“あかり”をご覧いただけます。
【ところ】　道の駅「関宿」、亀山サンシャイン
パーク、旧亀山城多門櫓
開催期間や点灯時間など詳しくは、
亀山市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
　かめやま文化年プロジェクト実行委員会事務局
　（文化スポーツ課文化共生グループ内）
　☎ 0595-96-1223

　110 番通報は、事件や事故が発生し、警察官に一
刻も早く現場に来てほしいときに使う緊急通報の専用
電話です。
　通報するときは、
○何が
○どこで
○いつ
○犯人・相手は
○あなたの名前・住所・電話番号
を落ち着いて話してください。自動車や自転車を運転
しながらの通報は大変危険です。安全な場所に止めて
から 110番通報してください。
　なお、急を要さない相談や問い合わせは、下記の連
絡先までご連絡ください。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○警察安全相談電話　♯ 9110（☎ 059-224-9110）

緊急通報 110番

伊賀警察署だより

　市内にある JR 関西本線の各駅のうち JR 西日本の
直営は伊賀上野駅のみで、島ヶ原・佐那具・新堂・柘
植の４駅は市が地域の皆さんに委託して無人駅となら
ないよう管理運営しています。駅はさまざまな人が利
用する施設で、発券機のみでは対応しづらい場合もあ
るからです。また、駅はまちの魅力向上を支える場、
人と人をつなぐ場にもなり得ます。
　JR 柘植駅では、柘
植地域まちづくり協議
会が跨線橋に「柘植の
ホント！かるた」のパ
ネルを設置し、駅利用
客に郷土の魅力を PRしています。このいろはかるた
は、伊賀米の「い」から始まります。「ん」はどんな
内容なのか、気になった人はぜひ JR 関西本線に乗り
柘植駅へ行ってみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

駅とまちづくり

公共交通を利用しましょう

獣害から見える人権侵害　－農林振興課－
　農林振興課では、市内での獣害の相談を受けてい
ます。獣害とは、シカやイノシシなどの大型野生動
物が農地を荒したり、収穫前の農作物が食べられた
りすることや、イタチやハクビシン、アライグマな
どの小動物が住宅・寺社仏閣などへ侵入することで、
騒音や糞尿による環境被害、感染症発生などの衛生
被害が起こることをいいます。こうした獣害は、動
物そのものに原因があると考えられがちですが、中
には一部の人の無責任な行為が引き起こしている場
合もあります。
　例えば、アライグマによる獣害です。アライグマ
は本来アメリカ大陸に生息する動物ですが、かつて
テレビアニメなどの影響で多くの個体がペットとし
て日本に連れて来られました。しかし、可愛らしい
外見に反して気性が荒いため、多くの飼い主が飼育
できなくなり、捨てられた個体が野生化しました。

捨てられたアライグマは農作物を食べたり、住む場
所を求めて住宅に入り込んだりします。そうすると、
困るのは農家や住宅に入り込まれた人々です。
　このようにアライグマによる獣害の大元は、一部
の人の無責任な行為であると言えます。こうした行
為によって、生態系や生活環境を破壊するだけでな
く、巡り巡って関係のない人が困ることになるとい
う構図が見えてきます。言いかえれば、一部の人の
せいで、多くの人の安心して暮らす権利が間接的に
奪われているのです。
　現在、アライグマはペットとして飼うことは禁止
されています。これ以上、人によって引き起こされ
る獣害を増やさないためにも、皆がもっと責任を
持って生き物を飼育し、自分の行為が、時には他の
人の人権を侵害するということを理解しておく必要
があります。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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市
内
に
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
神
社
の
建
物
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

今
回
は
３
棟
の
本
殿
が
指
定
さ
れ
て
い
る

高
倉
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
倉
神
社
本
殿
と
境
内
社
で
あ
る
八
幡

社
本
殿
、
春
日
社
本
殿
の
３
棟
は
、
西
高

倉
の
山
稜
を
背
に
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
春
日
社
本
殿
の
部
材
に

は
、
天
正
２
年
（
１
５
７
４
）
に
伊
賀

国
守
護
仁に

っ
木き

長な
が
政ま

さ
が
近
隣
の
寺
院
に
命
じ

て
造
営
を
始
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
記
述
や
建
築
様
式
か
ら
、
３
棟

と
も
天
正
２
年
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
て
、
貴
重
な
戦
国
時
代
の
神
社
建

築
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
３
棟
の
う
ち
、
中
央
の
高
倉
神
社
本
殿

と
向
か
っ
て
右
側
の
八
幡
社
本
殿
は
、
建

物
の
横
か
ら
見
る
と
前
面
の
屋
根
が
流
れ

る
よ
う
な
形
を
し
た
「
流な

が
れ

造づ
く
り

」、
向
か
っ

て
左
の
春
日
社
本
殿
は
棟
の
妻
方
向
が
正

面
と
な
る
「
春か

ず
が日
造づ

く
り

」
で
す
。
い
ず
れ
も

本
殿
の
正
面
の
柱
間
が
一
間
で
あ
る
「
一

間
社
」
で
す
。
屋
根
は
檜ひ

わ
だ皮

葺ぶ

き
で
、
周

囲
に
は
「
浜は

ま
縁え

ん
」
と
呼
ば
れ
る
縁
が
巡
り

ま
す
。　

　
ま
た
、
３
棟
と
も
に
正
面
の
向こ

う
拝は

い
柱ば

し
ら

な

ど
の
建
築
部
材
が
極
彩
色
で
彩
ら
れ
、
大

変
華
や
か
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

面
の
蟇か
え
る

股ま
た
と
い
う
部
材
の
彫
刻
も
精
緻
な

も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
倉
神
社
で
は
文
化
財
の

建
物
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
防
災
施
設

の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

ポ
ン
プ
の
改
修
を
は
じ
め
、
自
動
火
災
報

知
機
や
放
水
銃
の
設
置
な
ど
、
防
災
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７高倉神社本殿（左）、境内社八幡社（右）

広
報
い
が
11
月
号
に
掲
載
し
た
伊
賀
市
の
文
化
財
の

号
数
が
１
３
２
回
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
１
３
１
回
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　東京2020パラリンピッ
クでシンガポール共和国の
ホストタウンになった甲賀
市とシンガポール共和国の
障がいのある人が製作し
た、アール・ブリュット作品（陶
芸、絵画、刺繍等）の合同展示を
行います。
　アール・ブリュット作品が織り
なす豊かな創造と多様な価値観を
ぜひご覧ください。
【と　き】　１月 14日㈭～ 23日㈯
　午前 10時～午後５時
※月曜休館・最終日は午後４時まで
【ところ】　あいこうか市民ホール　展示室
　（滋賀県甲賀市水口町水口 5633）※入場無料
【問い合わせ】
○甲賀市社会教育スポーツ課 国スポ・障スポ推進室
　☎ 0748-69-2253　℻  0748-69-2293
○やまなみ工房　☎ 0748-86-0334

シンガポール×甲賀の
アール・ブリュット交流展

亀山市亀山市
かめやま街あかり

～メッセージキャンドル＆イルミネーション～
　亀山市文化会館で、ローソクの灯りやイルミ
ネーションが楽しめます。ぜひ、お越しください。
◆メッセージキャンドル
【と　き】　１月 23日㈯
　午後５時 30分～９時
◆イルミネーション
【と　き】
　１月 23日㈯～２月 28日㈰
【点灯時間】　日没～午後９時
【ところ】　亀山市文化会館
　（亀山市東御幸町 63）
　次の場所でも、“あかり”をご覧いただけます。
【ところ】　道の駅「関宿」、亀山サンシャイン
パーク、旧亀山城多門櫓
開催期間や点灯時間など詳しくは、
亀山市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
　かめやま文化年プロジェクト実行委員会事務局
　（文化スポーツ課文化共生グループ内）
　☎ 0595-96-1223

　110 番通報は、事件や事故が発生し、警察官に一
刻も早く現場に来てほしいときに使う緊急通報の専用
電話です。
　通報するときは、
○何が
○どこで
○いつ
○犯人・相手は
○あなたの名前・住所・電話番号
を落ち着いて話してください。自動車や自転車を運転
しながらの通報は大変危険です。安全な場所に止めて
から 110番通報してください。
　なお、急を要さない相談や問い合わせは、下記の連
絡先までご連絡ください。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○警察安全相談電話　♯ 9110（☎ 059-224-9110）

緊急通報 110番

伊賀警察署だより

　市内にある JR 関西本線の各駅のうち JR 西日本の
直営は伊賀上野駅のみで、島ヶ原・佐那具・新堂・柘
植の４駅は市が地域の皆さんに委託して無人駅となら
ないよう管理運営しています。駅はさまざまな人が利
用する施設で、発券機のみでは対応しづらい場合もあ
るからです。また、駅はまちの魅力向上を支える場、
人と人をつなぐ場にもなり得ます。
　JR 柘植駅では、柘
植地域まちづくり協議
会が跨線橋に「柘植の
ホント！かるた」のパ
ネルを設置し、駅利用
客に郷土の魅力を PRしています。このいろはかるた
は、伊賀米の「い」から始まります。「ん」はどんな
内容なのか、気になった人はぜひ JR 関西本線に乗り
柘植駅へ行ってみてください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

駅とまちづくり

公共交通を利用しましょう

獣害から見える人権侵害　－農林振興課－
　農林振興課では、市内での獣害の相談を受けてい
ます。獣害とは、シカやイノシシなどの大型野生動
物が農地を荒したり、収穫前の農作物が食べられた
りすることや、イタチやハクビシン、アライグマな
どの小動物が住宅・寺社仏閣などへ侵入することで、
騒音や糞尿による環境被害、感染症発生などの衛生
被害が起こることをいいます。こうした獣害は、動
物そのものに原因があると考えられがちですが、中
には一部の人の無責任な行為が引き起こしている場
合もあります。
　例えば、アライグマによる獣害です。アライグマ
は本来アメリカ大陸に生息する動物ですが、かつて
テレビアニメなどの影響で多くの個体がペットとし
て日本に連れて来られました。しかし、可愛らしい
外見に反して気性が荒いため、多くの飼い主が飼育
できなくなり、捨てられた個体が野生化しました。

捨てられたアライグマは農作物を食べたり、住む場
所を求めて住宅に入り込んだりします。そうすると、
困るのは農家や住宅に入り込まれた人々です。
　このようにアライグマによる獣害の大元は、一部
の人の無責任な行為であると言えます。こうした行
為によって、生態系や生活環境を破壊するだけでな
く、巡り巡って関係のない人が困ることになるとい
う構図が見えてきます。言いかえれば、一部の人の
せいで、多くの人の安心して暮らす権利が間接的に
奪われているのです。
　現在、アライグマはペットとして飼うことは禁止
されています。これ以上、人によって引き起こされ
る獣害を増やさないためにも、皆がもっと責任を
持って生き物を飼育し、自分の行為が、時には他の
人の人権を侵害するということを理解しておく必要
があります。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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春
日
社
本
殿
は
棟
の
妻
方
向
が
正

面
と
な
る
「
春か

ず
が日
造づ

く
り

」
で
す
。
い
ず
れ
も

本
殿
の
正
面
の
柱
間
が
一
間
で
あ
る
「
一

間
社
」
で
す
。
屋
根
は
檜ひ

わ
だ皮
葺ぶ

き
で
、
周

囲
に
は
「
浜は

ま
縁え

ん
」
と
呼
ば
れ
る
縁
が
巡
り

ま
す
。　

　
ま
た
、
３
棟
と
も
に
正
面
の
向こ

う
拝は

い
柱ば

し
ら

な

ど
の
建
築
部
材
が
極
彩
色
で
彩
ら
れ
、
大

変
華
や
か
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

面
の
蟇か
え
る

股ま
た
と
い
う
部
材
の
彫
刻
も
精
緻
な

も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
倉
神
社
で
は
文
化
財
の

建
物
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
防
災
施
設

の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

ポ
ン
プ
の
改
修
を
は
じ
め
、
自
動
火
災
報

知
機
や
放
水
銃
の
設
置
な
ど
、
防
災
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７春日神社本殿（左）、境内社八幡社（右）

広
報
い
が
11
月
号
に
掲
載
し
た
伊
賀
市
の
文
化
財
の

号
数
が
１
３
２
回
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
１
３
１
回
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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わくわくひろば
　島ヶ原子育て支援センターでは、子育て奮闘中のお母さんやその家族
に楽しんでもらえるお話や遊びなどの教室を、毎月さまざまな内容で開
いています。その中の一つが、誰でも参加できる「わくわくひろば」です。
　写真は、親子のスキンシップの一つとして人気の絵本講座の様子。絵
本を読むことのメリットや、子どもが生活の中で自然に絵本を楽しめる
方法などをみんなで学びました。
　大人も子どもも心地よく安心して過ごせる空間を大切にし、楽しめる
教室内容を計画していますので、再開した時には気軽に申し込んでくだ
さい。

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 53-0711

【開放日】　月～金曜日　午前 10時～午後４時
【問い合わせ】　☎ 21-7393

【開放日】　第２日曜日　午前９時～午後２時
【問い合わせ】　☎ 22-9665

青山子育て支援センター

曙保育園「すくすくらんど」

にんにんパーク

子育て支援のための教室を中止します
　新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度開催を予定していた子育て支援のための教室を 3月開催
分まで中止します。
　各施設の遊び場の開放は通常通り行う予定です。
※今後の状況によっては変更となる場合があります。
※最新の情報は市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

２月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

遊び場の開放

１歳６カ月児健診 ９日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

４日㈭
13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）25日㈭

乳幼児相談

５日㈮ ９：30～ 11：00 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈬ 10：00～ 11：00 阿山保健福祉センター

17日㈬ 10：00～ 11：00 青山子育て支援センター

19日㈮ 10：00～ 11：00
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

【開放日】
○月～金曜日、第３土曜日　午前９時～午後５時
○第４日曜日　午前９時～正午
【問い合わせ】　☎ 22-9665

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 59-9060

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 47-0088

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 45-1015

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 43-2166

子育て包括支援センター

島ヶ原子育て支援センター

大山田子育て支援センター

いがまち子育て支援センター

あやま子育て支援センター
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わくわくひろば
　島ヶ原子育て支援センターでは、子育て奮闘中のお母さんやその家族
に楽しんでもらえるお話や遊びなどの教室を、毎月さまざまな内容で開
いています。その中の一つが、誰でも参加できる「わくわくひろば」です。
　写真は、親子のスキンシップの一つとして人気の絵本講座の様子。絵
本を読むことのメリットや、子どもが生活の中で自然に絵本を楽しめる
方法などをみんなで学びました。
　大人も子どもも心地よく安心して過ごせる空間を大切にし、楽しめる
教室内容を計画していますので、再開した時には気軽に申し込んでくだ
さい。

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 53-0711

【開放日】　月～金曜日　午前 10時～午後４時
【問い合わせ】　☎ 21-7393

【開放日】　第２日曜日　午前９時～午後２時
【問い合わせ】　☎ 22-9665

青山子育て支援センター

曙保育園「すくすくらんど」

にんにんパーク

子育て支援のための教室を中止します
　新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度開催を予定していた子育て支援のための教室を 3月開催
分まで中止します。
　各施設の遊び場の開放は通常通り行う予定です。
※今後の状況によっては変更となる場合があります。
※最新の情報は市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

２月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

遊び場の開放

１歳６カ月児健診 ９日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

４日㈭
13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）25日㈭

乳幼児相談

５日㈮ ９：30～ 11：00 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

10 日㈬ 10：00～ 11：00 阿山保健福祉センター

17日㈬ 10：00～ 11：00 青山子育て支援センター

19日㈮ 10：00～ 11：00
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

【開放日】
○月～金曜日、第３土曜日　午前９時～午後５時
○第４日曜日　午前９時～正午
【問い合わせ】　☎ 22-9665

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 59-9060

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 47-0088

【開放日】　月～金曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 45-1015

【開放日】　火～土曜日　午前９時～午後５時
【問い合わせ】　☎ 43-2166

子育て包括支援センター

島ヶ原子育て支援センター

大山田子育て支援センター

いがまち子育て支援センター

あやま子育て支援センター
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服は
っ

部と
り

土ど

芳ほ
う

は
、
俳は

い

句く

の
先
生
で
あ
る

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
を
守
り
伝
え
な
が
ら
、

伊い

賀が

で
生し

ょ
う

涯が
い

俳は
い

句く

に
取
り
組
ん
だ
江え

戸ど

時

代
の
人
で
す
。
幼お
さ
な

い
頃こ

ろ
か
ら
芭ば

蕉し
ょ
う

に
俳は

い
句く

を
教
え
て
も
ら
い
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
伊い

賀が

に
お
け
る
俳は

い
句く

の
中
心
的
な
存そ

ん

在ざ
い
と
し
て
、
人
々
に
教
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
伊い

賀が

に
お
け
る
俳は
い

句く

の
中
心
地　

　
だ
っ
た
蓑み
の
虫む
し
庵あ
ん

　
32
歳さ

い
の
と
き
、
土ど

芳ほ
う

は
新
し
い
庵い

お
り

（
小
さ
く
て

粗そ

末ま
つ

な
家
）
に
移
り
、
俳は

い
句く

に
専せ

ん
念ね

ん
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
芭ば

蕉し
ょ
う

は
さ
っ
そ
く
こ
の
庵い

お
り

を
訪お

と
ず

れ

て
、

　
　
蓑み
の

虫む
し

の
音ね

を
聞き

き
に
こ
よ
草
の
庵い

お

と
い
う
句
を
贈お

く
り
ま
し
た
。
こ
の
句
に
ち
な
ん
で

庵い
お
り

は
「
蓑み

の
虫む

し
庵あ

ん
」
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
芭ば

蕉し
ょ
う

は
、
ふ
る
さ
と
伊い

賀が

に
帰
る
と
、
こ
の
庵い

お
り

に
泊と

ま
っ
た
り
、
土ど

芳ほ
う

と
句
会
を
開
い
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
芭ば

蕉し
ょ
う

が
亡な

く
な
っ
た
あ
と
も
伊い

賀が

の

人
々
は
蓑み
の

虫む
し

庵あ
ん

に
集
ま
り
、
俳は

い
句く

を
楽
し
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
も
蓑み
の
虫む

し
庵あ

ん
を
訪お

と
ず

れ
る
と
、
芭ば

蕉し
ょ
う

や
、
伊い

賀が

の

俳は
い
句く

の
仲
間
た
ち
が
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
様

子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
芭ば

蕉し
ょ
う

の
作
品
を
伝
え
る

　

芭ば

蕉し
ょ
う

が
亡な

く
な
っ
た
の
は
、
土ど

芳ほ
う

が
38
歳さ

い

の

時
で
し
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
土ど

芳ほ
う

は
、
葬そ

う
式し

き
が

行
わ
れ
て
い
る
大お
お

津つ

市
の
義ぎ

仲ち
ゅ
う

寺じ

へ
か
け
つ
け
ま

す
。
土ど

芳ほ
う

は
芭ば

蕉し
ょ
う

の
死
を
か
な
し
み
な
が
ら
も
、

そ
の
教
え
を
集
め
、
後
の
世
の
人
に
伝
え
る
決
意

を
し
ま
す
。

　
土ど

芳ほ
う
が
集
め
た
芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
は
『
三さ

ん
冊ぞ

う
子し

』
と

い
う
本
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

　
　
俳は
い

諧か
い

は
三さ

ん
尺せ

き
の
童わ

ら
べ

に
さ
せ
よ

　
　
（
俳は
い

句く

は
幼お

さ
な

い
こ
ど
も
に
さ
せ
る
の
が
よ
い
）

と
い
う
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

土ど

芳ほ
う

が
芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
を
書
き
残
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
私わ
た
し

た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９

小・中学生のためのコラムです

こども広場
「『土

ど

芳
ほう

』ってどんな人？」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　１月４日㈪～ 10日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン株

式
会
社
賀
門
の

創
業
は
平
成
15
年
、

設
立
は
平
成
24
年
10

月
で
、
事
業
所
は
中

心
市
街
地
の
本
町
通

り
に
面
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
咲
か
り
ん
本
店
」と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
、「
花

咲
か
り
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
多
様
な
商
品
の
販
売
と
、

地
域
の
人
々
が
憩
う
場
と
し
て
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
小
さ
な
事
業
所
で
す
が
、
従
業
員
が
一
丸

と
な
り
、
品
質
の
良
い
お
菓
子
を
作
ろ
う
と
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 株式会社賀門

代表取締役　道山　洋子さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
 

 

22
・
９
６
６
９　
℻   

22
・
９
６
９
５

No.9

花咲かりん
　伊賀産の米粉となたね油、三重県産の小
麦などの厳選素材を使った、花の形をした
かりんとう風味のお菓子です。
　職人が一枚一枚手揚げしており、一口食
べるとほのかに甘く軽い食感で、子どもか
ら大人まで幅広い世代に好評です。

蓑虫庵（上野西日南町）

図書館
　だより

■一般書
『消えゆく動物　絶滅から動物
を守る撮影プロジェクト』
ジョエル・サートレイ／写真･著

■児童書
『フルーツふれんずブドウくん』

村上　しいこ／作
角　裕美／絵

■一般書　
『消える地銀 生き残る地銀』

野崎　浩成／著
『焚き火の本』　　　猪野　正哉／著
『世界の民芸玩具』
尾崎　織女／著、高見　知香／写真

■児童書　
『うんち工場で大冒険！』

マルヤ・バーセラー、
アネマリー・ファン・デン・ブリンク／文
『鉄道のひみつ』　谷藤　克也／監修

■絵　本
『スマイルショップ』きたむら　さとし／作
『ごめんなさい！ だいじょうぶ！』

ルイス・スロボドキン／作
『ねこはすっぽり』
石津　ちひろ／文、松田　奈那子／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『雨の日の地下トンネル』

鎌田　歩／作
　街に降った雨は、屋根や地面
に落ちた後、どこへ行くので
しょう？ 意外と知らない、雨
から街を守るしくみを、大迫力
の絵で描きます。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
１月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

12日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

12日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

15日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

20日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

23日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

28日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　１月 15日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　伊賀蕉門の長老　山岸半残
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　ストーリーテリングのおはなし会です。本を持
たずにお話を語ります。５歳から大人まで楽しめ
る催しです。
【と　き】　１月 10日㈰　午前 10時 30分～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【語り手】　おはなしコットン
【問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆ことばで伝えるおはなし会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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服は
っ

部と
り

土ど

芳ほ
う

は
、
俳は

い

句く

の
先
生
で
あ
る

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
を
守
り
伝
え
な
が
ら
、

伊い

賀が

で
生し

ょ
う

涯が
い

俳は
い

句く

に
取
り
組
ん
だ
江え

戸ど

時

代
の
人
で
す
。
幼お
さ
な

い
頃こ

ろ
か
ら
芭ば

蕉し
ょ
う

に
俳は

い
句く

を
教
え
て
も
ら
い
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
伊い

賀が

に
お
け
る
俳は

い
句く

の
中
心
的
な
存そ

ん

在ざ
い

と
し
て
、
人
々
に
教
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
伊い

賀が

に
お
け
る
俳は
い

句く

の
中
心
地　

　
だ
っ
た
蓑み
の
虫む
し
庵あ
ん

　
32
歳さ

い
の
と
き
、
土ど

芳ほ
う
は
新
し
い
庵い

お
り

（
小
さ
く
て

粗そ

末ま
つ
な
家
）
に
移
り
、
俳は

い
句く

に
専せ

ん
念ね

ん
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
芭ば

蕉し
ょ
う

は
さ
っ
そ
く
こ
の
庵い

お
り

を
訪お

と
ず

れ

て
、

　
　
蓑み
の
虫む

し
の
音ね

を
聞き

き
に
こ
よ
草
の
庵い

お

と
い
う
句
を
贈お

く
り
ま
し
た
。
こ
の
句
に
ち
な
ん
で

庵い
お
り

は
「
蓑み

の
虫む

し
庵あ

ん
」
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
芭ば

蕉し
ょ
う

は
、
ふ
る
さ
と
伊い

賀が

に
帰
る
と
、
こ
の
庵い

お
り

に
泊と

ま
っ
た
り
、
土ど

芳ほ
う
と
句
会
を
開
い
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
芭ば

蕉し
ょ
う

が
亡な

く
な
っ
た
あ
と
も
伊い

賀が

の

人
々
は
蓑み
の
虫む

し
庵あ

ん
に
集
ま
り
、
俳は

い
句く

を
楽
し
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
も
蓑み
の

虫む
し

庵あ
ん

を
訪お

と
ず

れ
る
と
、
芭ば

蕉し
ょ
う

や
、
伊い

賀が

の

俳は
い

句く

の
仲
間
た
ち
が
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
様

子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
芭ば

蕉し
ょ
う

の
作
品
を
伝
え
る

　

芭ば

蕉し
ょ
う

が
亡な

く
な
っ
た
の
は
、
土ど

芳ほ
う

が
38
歳さ

い

の

時
で
し
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
土ど

芳ほ
う

は
、
葬そ

う
式し

き
が

行
わ
れ
て
い
る
大お
お

津つ

市
の
義ぎ

仲ち
ゅ
う

寺じ

へ
か
け
つ
け
ま

す
。
土ど

芳ほ
う

は
芭ば

蕉し
ょ
う

の
死
を
か
な
し
み
な
が
ら
も
、

そ
の
教
え
を
集
め
、
後
の
世
の
人
に
伝
え
る
決
意

を
し
ま
す
。

　
土ど

芳ほ
う

が
集
め
た
芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
は
『
三さ

ん
冊ぞ

う
子し

』
と

い
う
本
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

　
　
俳は
い

諧か
い

は
三さ

ん
尺せ

き
の
童わ

ら
べ

に
さ
せ
よ

　
　
（
俳は
い
句く

は
幼お

さ
な

い
こ
ど
も
に
さ
せ
る
の
が
よ
い
）

と
い
う
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

土ど

芳ほ
う

が
芭ば

蕉し
ょ
う

の
教
え
を
書
き
残
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
私わ
た
し

た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
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℻  
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・
９
６
１
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「『土

ど

芳
ほう

』ってどんな人？」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　１月４日㈪～ 10日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン株

式
会
社
賀
門
の

創
業
は
平
成
15
年
、

設
立
は
平
成
24
年
10

月
で
、
事
業
所
は
中

心
市
街
地
の
本
町
通

り
に
面
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
咲
か
り
ん
本
店
」と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
、「
花

咲
か
り
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
多
様
な
商
品
の
販
売
と
、

地
域
の
人
々
が
憩
う
場
と
し
て
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
小
さ
な
事
業
所
で
す
が
、
従
業
員
が
一
丸

と
な
り
、
品
質
の
良
い
お
菓
子
を
作
ろ
う
と
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 株式会社賀門

代表取締役　道山　洋子さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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花咲かりん
　伊賀産の米粉となたね油、三重県産の小
麦などの厳選素材を使った、花の形をした
かりんとう風味のお菓子です。
　職人が一枚一枚手揚げしており、一口食
べるとほのかに甘く軽い食感で、子どもか
ら大人まで幅広い世代に好評です。

蓑虫庵（上野西日南町）

図書館
　だより

■一般書
『消えゆく動物　絶滅から動物
を守る撮影プロジェクト』
ジョエル・サートレイ／写真･著

■児童書
『フルーツふれんずブドウくん』

村上　しいこ／作
角　裕美／絵

■一般書　
『消える地銀 生き残る地銀』

野崎　浩成／著
『焚き火の本』　　　猪野　正哉／著
『世界の民芸玩具』
尾崎　織女／著、高見　知香／写真

■児童書　
『うんち工場で大冒険！』

マルヤ・バーセラー、
アネマリー・ファン・デン・ブリンク／文
『鉄道のひみつ』　谷藤　克也／監修

■絵　本
『スマイルショップ』きたむら　さとし／作
『ごめんなさい！ だいじょうぶ！』

ルイス・スロボドキン／作
『ねこはすっぽり』
石津　ちひろ／文、松田　奈那子／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『雨の日の地下トンネル』

鎌田　歩／作
　街に降った雨は、屋根や地面
に落ちた後、どこへ行くので
しょう？ 意外と知らない、雨
から街を守るしくみを、大迫力
の絵で描きます。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
１月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

12日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

12日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

15日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

20日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

23日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

28日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　１月 15日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　伊賀蕉門の長老　山岸半残
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　ストーリーテリングのおはなし会です。本を持
たずにお話を語ります。５歳から大人まで楽しめ
る催しです。
【と　き】　１月 10日㈰　午前 10時 30分～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【語り手】　おはなしコットン
【問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆ことばで伝えるおはなし会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　11月 21日㈯、上野運動公園競技場で 2020 プレナスなでしこリーグ
1部第 18節「伊賀 FCくノ一三重」対「マイナビベガルタ仙台レディース」
の試合が行われました。
　この日は、ホームゲームの最終戦。会場ではいろいろなイベントが行わ
れ、訪れた人はグッズを購入するなどして楽しみながら、試合を観戦しま
した。

１・２．特設のイベントブースが設けられました。
３．たくさんの人が最終戦の応援に訪れました。
４．相手の攻めにゴールを守るくノ一の選手たち。

１・２・３．参加者は講師の解説に聞き入ってい
る様子でした。４．三重県立美術館で展示された
作品をスクリーンに映して解説しました。

Go To くノ一キャンペーン

　11月 22日㈰、青山公民館で「榊莫山展にちなんで」と題して美術セ
ミナーが行われました。
　このセミナーは三重県立美術館で９月 24日㈭から 12月 27日㈰まで
行われた「没後 10年　榊莫山展」にあわせて開催されたものです。
　この日はおよそ30人が参加し、榊莫山の作品とその背景について知識
を深めました。

三重県立美術館友の会美術セミナー

２

２

１

１

３

３

４

４

まま ちち かか どど 通通 信信

　11月 13日㈮、市役所本庁舎であけぼの学園高等学校ビューティ
クリエイト部の生徒たちが、ピアニンシリーズの新商品「オールイン
ワンマスク」の完成発表会を行いました。
　この商品には、伊賀米のぬかから抽出したエキスなど、肌トラブル
の防止や元気な肌作りに有効とされる天然成分が含まれています。
　会場では、ピアニンシリーズの商品の販売も行われました。

あけぼの学園高等学校新規開発商品完成発表会

１．新商品の説明をする生徒たち。２．多くの人が商品を買い求めました。
３．会場では肌年齢の測定会も行われました。４．ピアニンシリーズの商品。 １

２ ３ ４

　新型コロナウイルス感染症の影響により、伊賀上野シティマラソ
ンは今年は「オンライン変わり身の術編」として、スマートフォン
アプリを使った大会となり、887人がエントリーしました。
　開催期間初日の 11月 16日㈪には、吉本興業所属お笑い芸人コ
ンビ「オレンジ」の田中哲也さんが、忍者にゆかりのあるスポット
を巡る 42.195kmの参考コースを走りました。

１・２・３．忍者市（上野市）駅をスタート＆ゴールとするフルマラソンを
走りました。４．GPSを使って走った距離などを計測しました。

2020 忍者の里伊賀上野シティマラソン オンライン変わり身の術編

２

１

３ ４

2021.1 28



一
月
五
日
�
�
営
業
�
�
�

伊
賀
米
　
干
支
大
福
　

丑
福
　

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　11月 21日㈯、上野運動公園競技場で 2020 プレナスなでしこリーグ
1部第 18節「伊賀 FCくノ一三重」対「マイナビベガルタ仙台レディース」
の試合が行われました。
　この日は、ホームゲームの最終戦。会場ではいろいろなイベントが行わ
れ、訪れた人はグッズを購入するなどして楽しみながら、試合を観戦しま
した。

１・２．特設のイベントブースが設けられました。
３．たくさんの人が最終戦の応援に訪れました。
４．相手の攻めにゴールを守るくノ一の選手たち。

１・２・３．参加者は講師の解説に聞き入ってい
る様子でした。４．三重県立美術館で展示された
作品をスクリーンに映して解説しました。

Go To くノ一キャンペーン

　11月 22日㈰、青山公民館で「榊莫山展にちなんで」と題して美術セ
ミナーが行われました。
　このセミナーは三重県立美術館で９月 24日㈭から 12月 27日㈰まで
行われた「没後 10年　榊莫山展」にあわせて開催されたものです。
　この日はおよそ30人が参加し、榊莫山の作品とその背景について知識
を深めました。

三重県立美術館友の会美術セミナー

２

２

１

１

３

３

４

４

まま ちち かか どど 通通 信信

　11月 13日㈮、市役所本庁舎であけぼの学園高等学校ビューティ
クリエイト部の生徒たちが、ピアニンシリーズの新商品「オールイン
ワンマスク」の完成発表会を行いました。
　この商品には、伊賀米のぬかから抽出したエキスなど、肌トラブル
の防止や元気な肌作りに有効とされる天然成分が含まれています。
　会場では、ピアニンシリーズの商品の販売も行われました。

あけぼの学園高等学校新規開発商品完成発表会

１．新商品の説明をする生徒たち。２．多くの人が商品を買い求めました。
３．会場では肌年齢の測定会も行われました。４．ピアニンシリーズの商品。 １

２ ３ ４

　新型コロナウイルス感染症の影響により、伊賀上野シティマラソ
ンは今年は「オンライン変わり身の術編」として、スマートフォン
アプリを使った大会となり、887人がエントリーしました。
　開催期間初日の 11月 16日㈪には、吉本興業所属お笑い芸人コ
ンビ「オレンジ」の田中哲也さんが、忍者にゆかりのあるスポット
を巡る 42.195kmの参考コースを走りました。

１・２・３．忍者市（上野市）駅をスタート＆ゴールとするフルマラソンを
走りました。４．GPSを使って走った距離などを計測しました。

2020 忍者の里伊賀上野シティマラソン オンライン変わり身の術編

２

１

３ ４
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　伊賀焼の茶わんや湯飲みを作り
ます。
【と　き】　２月２日㈫
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　青山公民館　ロビー
【講　師】　伊賀焼振興協同組合員
【対象者】
　市内在住・在勤・在学の人
【料　金】　2,200 円
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所･氏名･電話番号を下記まで。
【申込期間】　１月７日㈭～ 25日㈪
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

伊賀焼　作陶体験講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「インターネットと人権Ⅱ」
　「部落差別解消推進法」
【と　き】
　１月４日㈪～ 28日㈭
【ところ】
　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「知っていますか女性差別撤廃条約」
【と　き】
　１月４日㈪～ 28日㈭
※開館延長日　12日㈫・19日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展
　「外国人の人権」
【と　き】
　１月 5日㈫～ 21日㈭
※開館延長日　７日㈭・14日㈭
【ところ】
　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

　住まい探しにお困りの人を対象に
賃貸住宅相談会を行います。伊賀市
周辺で住まいを探している人は気軽
にご相談ください。
【と　き】
　１月 14日㈭　午後１時～４時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室２
【対象者】
　市内で賃貸住宅を探している高齢
者・障がい者・外国人・子育て世帯・
所得の少ない人
【内　容】
　伊賀市社会福祉協議会職員、不動
産店員（三重県あんしん賃貸住宅協
力店）、県・市職員が住まい探しの
相談に応じます。
　また、賃貸住宅を管理する家主さ
んなどの相談にも応じます。
【申込方法】
　氏名・連絡先を下記まで。
【申込期限】
　１月 12日㈫
※通訳が必要な人は１月６日㈬
【申込先・問い合わせ】
○住宅課
　☎ 22-9737　℻  22-9736
○（福）伊賀市社会福祉協議会
　☎ 22-0084
○三重県住宅政策課
　☎ 059-224-2720

【と　き】
　２月 12日㈮　午後７時～９時
【ところ】
　本庁舎　５階会議室 501
【内　容】　
○演題：既存差別が生み出した新型
　コロナ差別
○講師：（公財）反差別・人権研究所みえ
　常務理事兼事務局長
　松村　元樹さん
【定　員】　　先着 37人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込期限】　１月 27日㈬
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684　
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

人権啓発パネル展 賃貸住宅相談会

市民人権講座

【と　き】
　２月６日㈯　午後１時 30分～
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】
○演題：近年の地球規模の異常気象・
　気候変動について
○講師：三重大学　生物資源学部　
　教授　立花　義裕さん
【対象者】
　市内在住・在勤の人（小学生以下
は保護者同伴）
【定　員】　先着 40人
【申込方法】　電話
【申込期間】
　１月 12日㈫～ 22日㈮
　午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
　環境政策課
　☎ 22-9624　℻  22-9641

環境セミナー
「気候変動について」

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中

　市民活動に興味のある人や活動を
始めたいと考えている人を対象にし
た、基本的な知識を学ぶための講座
です。
【と　き】　２月６日㈯
　午後１時 30分～２時 45分
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　１階西会議室 1
【定　員】　先着 10人程度
【申込受付開始日】　１月４日㈪
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　市民活動支援センター
　（ゆめぽりすセンター内）
　☎ 22-1511　℻  22-0317
　 igasksc@ict.ne.jp

はじめてのNPO・
市民活動講座

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

【と　き】　２月 16日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食後期（３回食）の
話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　１月 20日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、どなた
でも参加していただけるカフェです。
「認知症について知りたい」「相談し
たい」「仲間を作りたい」という皆
さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　１月 12日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
健康体操や脳トレなどのミニイベ
ントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　もの忘れを早期に発見するため、
もの忘れ相談プログラムによる脳の
健康チェックを行います。保健師に
よる相談もあります。
【と　き】　１月 25日㈪
　午前 10時～ 11時 30分
【ところ】　本庁舎　４階会議室 401
※過去に受けたことがある人は、６
カ月以上の期間をあけて受けるこ
とをお勧めします。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　１月５日㈫　午後４時
◆参加申込期限
　１月 19日㈫　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

いがオレンジカフェ

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　天守閣はよく別名で呼ば
れることがありますが、上野城
の天守閣は（　　）と呼ばれて
います。
①白鷺城　②白鳳城
③千鳥城　④白鳥城

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　伊賀市国民健康保険で診療を受け
た人に、「国民健康保険医療費のお
知らせ」を送付します。このお知ら
せは、医療費控除の申告手続きで、
「医療費控除の明細書」として使用
できますので、なくさないように注
意してください。再交付はできませ
ん。
　このお知らせに記載されていない
医療費がある場合は、医療機関で発
行された領収書に基づいて、「医療
費控除の明細書」を作成し、その明
細書を申告書に添付する必要があり
ます。（領収書は確定申告期限から
５年間保存してください。）また、
高額療養費などで補

ほ

填
てん

された場合
は、その金額を自己負担額から差し
引いてください。
【送付時期】
○令和２年１月～ 11月診療分…２
月上旬
○令和２年 12月診療分…３月上旬
【問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻  26-0151

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　１月 26日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 304
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

医療費のお知らせ

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　伊賀焼の茶わんや湯飲みを作り
ます。
【と　き】　２月２日㈫
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　青山公民館　ロビー
【講　師】　伊賀焼振興協同組合員
【対象者】
　市内在住・在勤・在学の人
【料　金】　2,200 円
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所･氏名･電話番号を下記まで。
【申込期間】　１月７日㈭～ 25日㈪
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

伊賀焼　作陶体験講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「インターネットと人権Ⅱ」
　「部落差別解消推進法」
【と　き】
　１月４日㈪～ 28日㈭
【ところ】
　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「知っていますか女性差別撤廃条約」
【と　き】
　１月４日㈪～ 28日㈭
※開館延長日　12日㈫・19日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展
　「外国人の人権」
【と　き】
　１月 5日㈫～ 21日㈭
※開館延長日　７日㈭・14日㈭
【ところ】
　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

　住まい探しにお困りの人を対象に
賃貸住宅相談会を行います。伊賀市
周辺で住まいを探している人は気軽
にご相談ください。
【と　き】
　１月 14日㈭　午後１時～４時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室２
【対象者】
　市内で賃貸住宅を探している高齢
者・障がい者・外国人・子育て世帯・
所得の少ない人
【内　容】
　伊賀市社会福祉協議会職員、不動
産店員（三重県あんしん賃貸住宅協
力店）、県・市職員が住まい探しの
相談に応じます。
　また、賃貸住宅を管理する家主さ
んなどの相談にも応じます。
【申込方法】
　氏名・連絡先を下記まで。
【申込期限】
　１月 12日㈫
※通訳が必要な人は１月６日㈬
【申込先・問い合わせ】
○住宅課
　☎ 22-9737　℻  22-9736
○（福）伊賀市社会福祉協議会
　☎ 22-0084
○三重県住宅政策課
　☎ 059-224-2720

【と　き】
　２月 12日㈮　午後７時～９時
【ところ】
　本庁舎　５階会議室 501
【内　容】　
○演題：既存差別が生み出した新型
　コロナ差別
○講師：（公財）反差別・人権研究所みえ
　常務理事兼事務局長
　松村　元樹さん
【定　員】　　先着 37人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込期限】　１月 27日㈬
【申込先・問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684　
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

人権啓発パネル展 賃貸住宅相談会

市民人権講座

【と　き】
　２月６日㈯　午後１時 30分～
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　２階大会議室
【内　容】
○演題：近年の地球規模の異常気象・
　気候変動について
○講師：三重大学　生物資源学部　
　教授　立花　義裕さん
【対象者】
　市内在住・在勤の人（小学生以下
は保護者同伴）
【定　員】　先着 40人
【申込方法】　電話
【申込期間】
　１月 12日㈫～ 22日㈮
　午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
　環境政策課
　☎ 22-9624　℻  22-9641

環境セミナー
「気候変動について」

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴情報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中

　市民活動に興味のある人や活動を
始めたいと考えている人を対象にし
た、基本的な知識を学ぶための講座
です。
【と　き】　２月６日㈯
　午後１時 30分～２時 45分
【ところ】　ゆめぽりすセンター
　１階西会議室 1
【定　員】　先着 10人程度
【申込受付開始日】　１月４日㈪
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　市民活動支援センター
　（ゆめぽりすセンター内）
　☎ 22-1511　℻  22-0317
　 igasksc@ict.ne.jp

はじめてのNPO・
市民活動講座

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

【と　き】　２月 16日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食後期（３回食）の
話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　１月 20日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、どなた
でも参加していただけるカフェです。
「認知症について知りたい」「相談し
たい」「仲間を作りたい」という皆
さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　１月 12日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
健康体操や脳トレなどのミニイベ
ントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　もの忘れを早期に発見するため、
もの忘れ相談プログラムによる脳の
健康チェックを行います。保健師に
よる相談もあります。
【と　き】　１月 25日㈪
　午前 10時～ 11時 30分
【ところ】　本庁舎　４階会議室 401
※過去に受けたことがある人は、６
カ月以上の期間をあけて受けるこ
とをお勧めします。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

インターネット公売
　公売の対象は市税の滞納処分と
して差し押さえた財産です。
※せり売り・入札方式
◆市ホームページ掲載開始日時
　１月５日㈫　午後４時
◆参加申込期限
　１月 19日㈫　午後 11時
※諸事情により中止になる場合が
あります。詳しくは、市ホーム
ページをご確認ください。

【問い合わせ】　収税課
　☎ 22-9612　℻   22-9618

いがオレンジカフェ

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　天守閣はよく別名で呼ば
れることがありますが、上野城
の天守閣は（　　）と呼ばれて
います。
①白鷺城　②白鳳城
③千鳥城　④白鳥城

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　伊賀市国民健康保険で診療を受け
た人に、「国民健康保険医療費のお
知らせ」を送付します。このお知ら
せは、医療費控除の申告手続きで、
「医療費控除の明細書」として使用
できますので、なくさないように注
意してください。再交付はできませ
ん。
　このお知らせに記載されていない
医療費がある場合は、医療機関で発
行された領収書に基づいて、「医療
費控除の明細書」を作成し、その明
細書を申告書に添付する必要があり
ます。（領収書は確定申告期限から
５年間保存してください。）また、
高額療養費などで補

ほ

填
てん

された場合
は、その金額を自己負担額から差し
引いてください。
【送付時期】
○令和２年１月～ 11月診療分…２
月上旬

○令和２年 12月診療分…３月上旬
【問い合わせ】　保険年金課
　☎ 22-9659　℻  26-0151

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　１月 26日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 304
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

医療費のお知らせ

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください
　 30ページの答え　
②白鳳城
　上野城は三層の天守と二層の
小天守が相並ぶ様を白鳳が空を
翔ける姿にたとえて、通称白鳳
城と呼ばれています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　昭和 24年１月 26日に、奈良県
の法隆寺金堂の十二面壁画が焼損し
ました。その後も火災などで文化財
の焼損が相次いだことから、文化財
を火災や震災などから保護するとと
もに、国民の文化財愛護思想の普及、
高揚を図るために、昭和 30年に１
月 26日が「文化財防火デー」と定
められました。
　文化財の火災は、放火や周囲から
の飛び火によるものが多く、防火の
ためには管理する人だけでなく、地
域住民の理解や協力が不可欠です。
　市内にも、歴史的、芸術的な建造
物が数多くあることから、この時期
に各地で消防訓練を実施します。皆
さんも文化財の防火について関心を
高めてください。
【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

【募集人員】　若干名
【応募資格】
　次の条件をすべて満たす人
○市内在住で満 20歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年３回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　４月１日～令和５年３月 31日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　策定中の伊賀市地域公共交通計画
を踏まえ、あなたが考える「伊賀市
における今後の公共交通のあり方」
について 800 字以内（様式自由）
の作文にまとめ、住所、氏名（ふり
がな）・年齢・性別・電話番号を明
記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査
※性別・年齢など委員の構成比率を
考慮して決定します。
※選考結果は、応募者全員に通知し
ます。
※受理した提出書類は返却しません。
【応募期限】　２月５日㈮　※必着
【応募先・問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694
　 koutsuu@city.iga.lg.jp

文化財防火デー

地域公共交通活性化再生
協議会委員を募集します

【義援金総額】　※ 11月末現在
○東日本大震災
　64,637,177 円
○熊本地震災害
　631,240 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,568 円
○バングラデシュ南部避難民
　55,937 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　306,867 円
○令和元年台風第 19号災害
　157,141 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　279,838 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　人権の大切さを広めるための啓発
活動や、人権相談、人権侵害の未然
防止などに取り組んでいただきます。
【再　任】
　森下　政實さん（上友生）
　米田　美紀子さん（上野桑町）
　福本　康代さん（柏尾）
【新　任】
　小川　敏正さん（島ヶ原）
【問い合わせ】
○人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
○津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804　℻  21-1891

　近畿中国森林管理局では、国有林
の事業運営などに皆さんのご意見を
反映するため、モニターを募集して
います。
【募集人数】　２人
【応募期限】　２月１日㈪
【任　期】
　４月１日～令和４年３月 31日
【内　容】
　アンケートへの回答・意見や要望
の提出
　詳しくは近畿中国森林管理局ホー
ムページをご覧ください。
【応募先・問い合わせ】
　近畿中国森林管理局総務企画部
　企画調整課
　☎ 06-6881-3401
　℻  06-6881-3415

人権擁護委員の委嘱

国有林モニター募集

　市では、新型コロナウイルス感染
症の拡大により、売上が前年同月比
で 30%以上 50% 未満減少し、国
が実施する「持続化給付金」の給付
を受けていない、従業員が 20人以
下の事業者に応援給付金を支給して
います。
【給付額】　20万円
【申請方法】
　申請書に必要事項を記入し、必要
書類を添付の上、郵送で下記まで。
申請書などは商工労働課で配布して
いるほか、市ホームページからもダ
ウンロードできます。
【申請期限】　１月 29日㈮
【申込先・問い合わせ】　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

伊賀市事業継続応援給付金
申請受付中

２次元コードから詳しい情報が見られます。

第６次高齢者福祉計画・
第８期介護保険事業計画中間案
　市では、住み慣れた地域で誰もが
健康で生きがいを持って暮らすこと
ができ、介護が必要な状態になって
も安心して住み続けられるまちづく
りをめざして、計画の策定を進めて
います。この計画の中間案に対する
ご意見を募集します。
【閲覧場所】　○介護高齢福祉課
○上野支所振興課
○各支所住民福祉課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】　住所・氏名・電話番号・
件名・該当箇所とそれに対する意見
内容を明記の上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、計画策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。
※個別の回答を行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期限】
　１月 25日㈪　午後５時　※必着
【提出先・問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻   26-3950
　 kaigo@city.iga.lg.jp
※持参の場合は、各支所住民福祉課
でも受け付けます。

パブリックコメント
（ご意見）募集

【と　き】
　２月１日㈪～ 28 日㈰
【ところ】　市内 13店舗
【内　容】
　商店街の各商店主などが講師とな
り、プロならではの専門知識を教え
るゼミを開催します。
　開催日時や定員は講座により異な
りますので、詳しくは上野商工会議
所ホームページをご確認ください。
【料　金】
　材料費がかかる場合のみ実費
【申込方法】　各店舗へ電話で申し込
んでください。※先着順
【申込受付開始日】　１月 16日㈯
※時間は各店舗の営業開始時間です。
【問い合わせ】
　伊賀上野まちゼミの会事務局
　（上野商工会議所内）
　☎ 21-0527

【と　き】　１月 22日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　いがまち人権センター　ホール
【内　容】
○演題：子どもの貧困問題における
実態と課題（仮題）
○講師：NPO法人こどもNPO　 
　副理事長　山田　恭平さん
※収容人数に制限があります。会場
が満席の場合、テレビ中継による
リモート会場に案内します。

【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

【と　き】　２月６日㈯
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　春日神社（川東 613）
【内容】
○演題：伊賀の宮

みや
座
ざ
行事～伊賀市川

東の春日神社の宮座行事調査～
○講師：伊賀市文化財保護審議会委員
福田　良彦さん
※午後３時 30分から４時まで修理
現場を見学できます。

【定　員】　先着 30人　　　　
【申込方法】　電話
※修理現場の見学のみの場合は申込
不要です。

【申込期間】
　１月 12日㈫～ 22日㈮
【申込先・問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

第７回 
いがうえの まちゼミ

いがまち人権センター
第３回解放講座

第３回公開講座
「伊賀の宮座行事」

　３月31日に任期満了となる伊賀市
議会議員選挙を次のとおり行います。
　投票などについて詳しくは、広報
いが３月号でお知らせします。
【投票日】　３月 28日㈰
【告示日】　３月 21日㈰
○立候補書類届出会場：本庁舎
　１階ロビー
○受付時間：午前８時 30分～午後 
５時
◆立候補予定者説明会
　立候補を予定している人を対象
に、事務手続きなどについて説明会
を開催します。
 なお、当日は会場の都合により、
各陣営２人までの参加とします。
【と　き】　２月１日㈪　午後２時～
　（受付：午後１時 30分～）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【問い合わせ】
　選挙管理委員会事務局
　☎ 22-9601　℻  22-9672

伊賀市議会議員選挙の日程

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　上野児童福祉会連合会では、地域
のお兄さん・お姉さんとして、子ど
も会のイベントや子ども向けの催し
をお手伝いしてくれる仲間を募集し
ています。
　さまざまな活
動を通して、「大
人と子どものパ
イプ役」として
地域で活躍しませんか。
【対象者】
　中学校１年生～高校３年生
【定　員】　先着 10人程度
【申込方法】
　申込用紙に必要事項を記入の上、
郵送または持参で下記まで。
※申込用紙は市ホームページからダ
ウンロードできます。

【申込期限】　１月 31日㈰
【申込先・問い合わせ】
　上野児童福祉会連合会事務局
　（ハイトピア伊賀　５階）
　☎ 090-4795-1669
　（問い合わせ受付時間：平日
　午後３時～８時）

ジュニア・リーダー募集
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　広報いが・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご提案
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617
　　 kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

ご意見をお聞かせください
　 30ページの答え　
②白鳳城
　上野城は三層の天守と二層の
小天守が相並ぶ様を白鳳が空を
翔ける姿にたとえて、通称白鳳
城と呼ばれています。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　昭和 24年１月 26日に、奈良県
の法隆寺金堂の十二面壁画が焼損し
ました。その後も火災などで文化財
の焼損が相次いだことから、文化財
を火災や震災などから保護するとと
もに、国民の文化財愛護思想の普及、
高揚を図るために、昭和 30年に１
月 26日が「文化財防火デー」と定
められました。
　文化財の火災は、放火や周囲から
の飛び火によるものが多く、防火の
ためには管理する人だけでなく、地
域住民の理解や協力が不可欠です。
　市内にも、歴史的、芸術的な建造
物が数多くあることから、この時期
に各地で消防訓練を実施します。皆
さんも文化財の防火について関心を
高めてください。
【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

【募集人員】　若干名
【応募資格】
　次の条件をすべて満たす人
○市内在住で満 20歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年３回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】
　４月１日～令和５年３月 31日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】
　策定中の伊賀市地域公共交通計画
を踏まえ、あなたが考える「伊賀市
における今後の公共交通のあり方」
について 800 字以内（様式自由）
の作文にまとめ、住所、氏名（ふり
がな）・年齢・性別・電話番号を明
記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査
※性別・年齢など委員の構成比率を
考慮して決定します。
※選考結果は、応募者全員に通知し
ます。
※受理した提出書類は返却しません。
【応募期限】　２月５日㈮　※必着
【応募先・問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694
　 koutsuu@city.iga.lg.jp

文化財防火デー

地域公共交通活性化再生
協議会委員を募集します

【義援金総額】　※ 11月末現在
○東日本大震災
　64,637,177 円
○熊本地震災害
　631,240 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,568 円
○バングラデシュ南部避難民
　55,937 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　306,867 円
○令和元年台風第 19号災害
　157,141 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　279,838 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　人権の大切さを広めるための啓発
活動や、人権相談、人権侵害の未然
防止などに取り組んでいただきます。
【再　任】
　森下　政實さん（上友生）
　米田　美紀子さん（上野桑町）
　福本　康代さん（柏尾）
【新　任】
　小川　敏正さん（島ヶ原）
【問い合わせ】
○人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
○津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804　℻  21-1891

　近畿中国森林管理局では、国有林
の事業運営などに皆さんのご意見を
反映するため、モニターを募集して
います。
【募集人数】　２人
【応募期限】　２月１日㈪
【任　期】
　４月１日～令和４年３月 31日
【内　容】
　アンケートへの回答・意見や要望
の提出
　詳しくは近畿中国森林管理局ホー
ムページをご覧ください。
【応募先・問い合わせ】
　近畿中国森林管理局総務企画部
　企画調整課
　☎ 06-6881-3401
　℻  06-6881-3415

人権擁護委員の委嘱

国有林モニター募集

　市では、新型コロナウイルス感染
症の拡大により、売上が前年同月比
で 30%以上 50% 未満減少し、国
が実施する「持続化給付金」の給付
を受けていない、従業員が 20人以
下の事業者に応援給付金を支給して
います。
【給付額】　20万円
【申請方法】
　申請書に必要事項を記入し、必要
書類を添付の上、郵送で下記まで。
申請書などは商工労働課で配布して
いるほか、市ホームページからもダ
ウンロードできます。
【申請期限】　１月 29日㈮
【申込先・問い合わせ】　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

伊賀市事業継続応援給付金
申請受付中

２次元コードから詳しい情報が見られます。

第６次高齢者福祉計画・
第８期介護保険事業計画中間案
　市では、住み慣れた地域で誰もが
健康で生きがいを持って暮らすこと
ができ、介護が必要な状態になって
も安心して住み続けられるまちづく
りをめざして、計画の策定を進めて
います。この計画の中間案に対する
ご意見を募集します。
【閲覧場所】　○介護高齢福祉課
○上野支所振興課
○各支所住民福祉課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】　住所・氏名・電話番号・
件名・該当箇所とそれに対する意見
内容を明記の上、下記まで。
※提出いただいたご意見は、計画策
定の参考資料とし、市ホームペー
ジなどで公表します。

※個別の回答を行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期限】
　１月 25日㈪　午後５時　※必着
【提出先・問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻   26-3950
　 kaigo@city.iga.lg.jp
※持参の場合は、各支所住民福祉課
でも受け付けます。

パブリックコメント
（ご意見）募集

【と　き】
　２月１日㈪～ 28 日㈰
【ところ】　市内 13店舗
【内　容】
　商店街の各商店主などが講師とな
り、プロならではの専門知識を教え
るゼミを開催します。
　開催日時や定員は講座により異な
りますので、詳しくは上野商工会議
所ホームページをご確認ください。
【料　金】
　材料費がかかる場合のみ実費
【申込方法】　各店舗へ電話で申し込
んでください。※先着順
【申込受付開始日】　１月 16日㈯
※時間は各店舗の営業開始時間です。
【問い合わせ】
　伊賀上野まちゼミの会事務局
　（上野商工会議所内）
　☎ 21-0527

【と　き】　１月 22日㈮
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　いがまち人権センター　ホール
【内　容】
○演題：子どもの貧困問題における
実態と課題（仮題）

○講師：NPO法人こどもNPO　 
　副理事長　山田　恭平さん
※収容人数に制限があります。会場
が満席の場合、テレビ中継による
リモート会場に案内します。

【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

【と　き】　２月６日㈯
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　春日神社（川東 613）
【内容】
○演題：伊賀の宮

みや
座
ざ
行事～伊賀市川

東の春日神社の宮座行事調査～
○講師：伊賀市文化財保護審議会委員
福田　良彦さん

※午後３時 30分から４時まで修理
現場を見学できます。

【定　員】　先着 30人　　　　
【申込方法】　電話
※修理現場の見学のみの場合は申込
不要です。

【申込期間】
　１月 12日㈫～ 22日㈮
【申込先・問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

第７回 
いがうえの まちゼミ

いがまち人権センター
第３回解放講座

第３回公開講座
「伊賀の宮座行事」

　３月31日に任期満了となる伊賀市
議会議員選挙を次のとおり行います。
　投票などについて詳しくは、広報
いが３月号でお知らせします。
【投票日】　３月 28日㈰
【告示日】　３月 21日㈰
○立候補書類届出会場：本庁舎
　１階ロビー
○受付時間：午前８時 30分～午後 
５時

◆立候補予定者説明会
　立候補を予定している人を対象
に、事務手続きなどについて説明会
を開催します。
 なお、当日は会場の都合により、
各陣営２人までの参加とします。
【と　き】　２月１日㈪　午後２時～
　（受付：午後１時 30分～）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【問い合わせ】
　選挙管理委員会事務局
　☎ 22-9601　℻  22-9672

伊賀市議会議員選挙の日程

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　上野児童福祉会連合会では、地域
のお兄さん・お姉さんとして、子ど
も会のイベントや子ども向けの催し
をお手伝いしてくれる仲間を募集し
ています。
　さまざまな活
動を通して、「大
人と子どものパ
イプ役」として
地域で活躍しませんか。
【対象者】
　中学校１年生～高校３年生
【定　員】　先着 10人程度
【申込方法】
　申込用紙に必要事項を記入の上、
郵送または持参で下記まで。
※申込用紙は市ホームページからダ
ウンロードできます。

【申込期限】　１月 31日㈰
【申込先・問い合わせ】
　上野児童福祉会連合会事務局
　（ハイトピア伊賀　５階）
　☎ 090-4795-1669
　（問い合わせ受付時間：平日
　午後３時～８時）

ジュニア・リーダー募集
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　あけましておめでとうございます。伊賀市若者会
議広報宣伝部の大平です。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で、予定
していたラウンドテーブルが中止となるなど、若者
会議の活動も限られたものになりま
した。新しい年を迎えて、今年こそ
は皆さんに私たちの活動を知っても
らえるように頑張っていきたいと思
いますので、応援よろしくお願いし
ます。
　今後の活動としては、１月末に開
催される「全国まちづくり若者サ
ミット」に参加を予定しています。
今回は伊賀市若者会議メンバーが実
行委員として中枢で活躍しているの
で、昨年以上に力強く全国に向けて
伊賀市の素晴らしさを発信できれば

と考えています。
　また、２月下旬には、メンバー全員で取り組んで
きたプロジェクションマッピングのお披露目を予定
しています。詳しくは伊賀市若者会議の SNS など
で発信しますので、ぜひご確認ください。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp
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病気に
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カラダ
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健康レ
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１．ニンジンは千切り、小松菜は５cmほどの長さにざく
切りにする。

２．ニンジン・小松菜・もやしの順に茹で、水分を絞っ
てAで和える。

３．鶏ひき肉とBの調味料をフライパンに入れ中火にかけ、
箸4～ 5本で混ぜながらそぼろを作る。

４．丼にご飯・ナムル・鶏そぼろ・キムチ・半分に切っ
た半熟卵を盛り付ける。

●栄養量（１人前）：熱量505kcal、塩分1.5ｇ（ご飯160ｇ計算）
　１日あたりの塩分摂取目標は、男性7.5g未満、女性6.5g未満
です。生活習慣病予防のため、塩分摂取を控えましょう。

三色ナムルと
鶏そぼろのビビンバ

上野総合市民病院 管理栄養士によるレシピです。

１品で栄養満点免疫アップメニュー
　小松菜には、皮ふや粘膜を守る抗酸化作用
があるベータカロテンや、免疫力強化に効果
のあるビタミンＣが豊富に含まれています。
ウイルスに負けない体作りを継続するには、
免疫力を落とさないことが大切です。今回は
ビビンバに発酵食品のキムチと高たんぱくな

鶏ひき肉を組み合わせ、免疫アップにつながる１品を紹
介します。

フルーツヨーグルト とろろ昆布のスープ

三色ナムルと鶏そぼろのビビンバ

鶏ひき肉（もも）…200g
砂糖……大さじ１
しょうゆ…大さじ 1/2
酒………大さじ１
コチュジャン…大さじ 1/2

半熟卵……………２個
キムチ……………40g

材料（２人分）
ご飯………………適量
ニンジン…………60g
小松菜…………100g
もやし…………100g

しょうゆ…大さじ 1/2
ごま油…大さじ１
鶏ガラスープの素…小さじ1/3
いりごま……適量

A

B

プロジェクションマッピングのイメージ

２月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

16日㈫
13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

2/9　8：30～受付
※先着６人

22-9638 

24 日㈬ 島ヶ原支所
２階委員会室

島ヶ原支所住民福祉課
2/17　8：30～受付

※先着６人
59-2109

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 17 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（1/29 ～ 2/12）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

5日㈮

13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所住民福祉課 43-0333

10 日㈬
島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

18 日㈭ 青山福祉センター　相談室 青山支所住民福祉課 52-3227

19 日㈮ 大山田福祉センター　相談室 大山田支所住民福祉課 47-1152

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（1/28 ～ 2/19）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（2/9）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階

津年金事務所 059-228-
911219 日㈮ 津年金事務所

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

4 日㈭ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター
市民生活課

※受付期限（2/2）
※先着４人

22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談 18日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

人権相談
（人権擁護委員）

3日㈬
13:30 ～ 16:00

島ヶ原支所　会議室 島ヶ原支所振興課 59-2109

5 日㈮ 阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所振興課 43-1543

8 日㈪ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室 青山支所振興課 52-1115

10 日㈬

13:30 ～ 16:00

伊賀支所　２階大会議室 伊賀支所振興課 45-9108

18 日㈭ ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

19 日㈮ 大山田福祉センター　相談室 大山田支所振興課 47-1150

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自立相談、こどもの
発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

経営相談 12日㈮ 10:00 ～ 16:00 本庁舎　3階会議室 301 三重県産業支援センター 059-228-
3326
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※受付期間（1/28 ～ 2/19）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（2/9）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

3 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階

津年金事務所 059-228-
911219 日㈮ 津年金事務所

緑（園芸）の相談 8日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

4 日㈭ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター
市民生活課

※受付期限（2/2）
※先着４人

22-9702

こころの健康相談
※予約制 24 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談 18日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ シルバー人材センター 24-5800

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

人権相談
（人権擁護委員）

3日㈬
13:30 ～ 16:00

島ヶ原支所　会議室 島ヶ原支所振興課 59-2109

5 日㈮ 阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所振興課 43-1543

8 日㈪ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室 青山支所振興課 52-1115

10 日㈬

13:30 ～ 16:00

伊賀支所　２階大会議室 伊賀支所振興課 45-9108

18 日㈭ ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

19 日㈮ 大山田福祉センター　相談室 大山田支所振興課 47-1150

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自立相談、こどもの
発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

経営相談 12日㈮ 10:00 ～ 16:00 本庁舎　3階会議室 301 三重県産業支援センター 059-228-
3326
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広報広報

今月の表紙は小田地内から撮影した日の出の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。
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今月の納税
●納期限　２月１日 （月）
納期限内に納めましょう
市県民税（４期）
国民健康保険税（７期）

2021 年（令和３年）１月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,818 人　○世帯数　40,587 世帯
○男　44,125 人　　○女　45,693 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 11月 30日現在

広報いがをスマホでチェック

１月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか国体」
ボウリング競技に出場が期待
されている、伊賀上野ケーブ
ルテレビ㈱の梶田ひかる選手
にお話を聞きました。

Ｑ . ボウリングを始めたきっ
　　かけを教えてください。

（梶田）　　小学校４年生の時、両親とボウリング場
へ遊びに行ったのがきっかけです。

Ｑ . これまでの国体に参加された印象を教えてくだ
さい。

（梶田）　　国体はほかの全国大会と比べて、ボラン
ティアの皆さんがもてなしてくださった
り、現地の特産物などを振る舞ってくだ
さったりと、その県の人の温かさを感じら
れます。

Ｑ . 三重とこわか国体への思いを教えてください。
（梶田）　　優勝することが一番の目標ですが、国体

を通じて、ボウリング競技を知ってもらい、
興味を持っていただけるように全力で投球
したいです。

Ｑ . 市民の皆さんへメッセージをお願いします。
（梶田）　　国体開催まであと少しとなりました。優

勝をめざして頑張りますので、応援をよろ
しくお願いします。

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.16

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　上野

２
　名張

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


